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第１号

倉石中市から五戸町内を望む

創刊号

議会用語の
あれこれ議会質問コーナー

Ｑ１：委員会とは？
Ａ：本会議での審議を効率的に行うため、少人数（全員で構成する場合もある）の議員で構成する組
織を委員会といい、議案の審査、特定事件の調査などを行う議会の内部機関（総務、経済、民生
の各常任委員会、議会運営委員会、予算、決算特別委員会、ごのへ議会だより編集委員会）のこと。

Ｑ２：委員会付託とは？
Ａ：本会議で議題となっている議案などについて、所管する委員会などへ詳しい審査や調査を委ねる
こと。

Ｑ３：一般質問と質疑の違いは？
Ａ：一般質問は議員が本会議で広く町政に関し、報告や説明を求め、一般事務や将来に対する方針な
ど町政全般について質問すること。一般質問は定例会で行われ、臨時会ではできない。（一般質問
は議長や議員に対してすることはできない。）
（五戸町議会会議規則　第61条（一般質問）議員は、町の一般事務について、議長の許可を得て、
質問することができる。）
質疑は町長に対し議案の内容や提案の理由などについて、疑問の点や不明の点を問うこと。なお、
このとき自己の意見を述べることはできない。

　
平
成
23
年
10
月
12
日
臨
時
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
台
風
15
号
に

よ
る
被
害
対
策
に
関
す
る
予
算

補
正
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
議
案
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
策
は
総
額
６
９
２
２

万
９
千
円
で
主
な
内
訳
は
農

地
・
農
業
用
施
設
災
害
調
査
設

計
業
務
委
託
料
５
１
１
万
円
、

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
費

３
６
０
０
万
円
、
林
道
施
設
災

害
復
旧
工
事
費
１
２
０
０
万
円

及
び
町
道
災
害
復
旧
工
事
費

６
１
０
万
円
な
ど
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
負
担

金
、
県
支
出
金
、
繰
入
金
な
ど

を
充
て
る
も
の
で
す
。

第
32
回
臨
時
会

　
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
た
と

思
い
き
や
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
、
台
風
12
号
・
15
号
等

自
然
界
の
強
烈
な
力
（
パ
ン

チ
）
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
町
で
は
大
き
な
被
害
も

な
く
、
今
、
実
り
の
秋
を
迎
え

て
い
る
こ
と
に
心
を
和
ま
せ
て

い
ま
す
。

　
平
成
16
年
の
町
村
合
併
か
ら

早
７
年
、
こ
の
度
「
ご
の
へ
議

会
だ
よ
り
」
を
発
刊
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
一
同
、
初
め
て
の

経
験
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
方

に
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、

少
し
で
も
議
会
、
行
政
の
活
動

に
ご
理
解
を
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
五
戸
町
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

町
民
の
皆
様
方
、「
ご
の
へ
議

会
だ
よ
り
」
に
対
し
ま
し
て
ご

意
見
等
有
り
ま
し
た
ら
、
議
会

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

ま
せ
。

　
委
員
長
　
大
沢
　
博

編
集
後
記

委
員
長
　
大
　
沢
　
　
　
博

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
　
員
　
根
　
森
　
隆
　
雄

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
繁
　
盛

委
　
　
員
　
尾
　
形
　
裕
　
之

委
　
　
員
　
大
　
沢
　
義
　
之

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

　
次
回
の
広
報
は
平
成
24
年

５
月
に
平
成
23
年
12
月
・
平
成

24
年
３
月
定
例
会
の
記
事
を

２
・
３
号
（
合
併
号
）
と
し
て

発
行
す
る
予
定
で
す
。

平
成
23
年
11
月

ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議会を傍聴しよう！
12月定例会は12月上旬開催予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんね
る」、五戸町ホームページでもお知ら
せします。

五戸町ホームページアドレス　http://www.town.gonohe.aomori.jp/　　議会メールアドレス　gikai@town.gonohe.aomori.jp
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商工会、観光協会事務所のある旧五戸地区公民館 「芝生の校庭」石沢小学校「倉石小学校」として生まれ変わる中市小学校

「芝生アート」校庭に巨大なあみだくじ又重小学校

　五
戸
総
合
病
院
は
公
営
企
業

会
計
（
独
立
採
算
性
）
が
適
用

さ
れ
て
い
る
が
、
町
立
の
病
院

で
あ
る
た
め
公
益
性
の
観
点
か

ら
、
一
般
会
計
が
公
営
企
業
会

計
の
経
費
の
一
部
を
負
担
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
は

　
こ
の
度
、
五
戸
町
議
会
は
広
報

紙
と
し
て
「
ご
の
へ
議
会
だ
よ

り
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
わ
が
議
会
は
、「
町
民
の
た
め

の
、
町
民
の
政
治
」
を
基
本
理
念

に
常
に
真
剣
に
討
論
を
重
ね
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
時
に

は
「
町
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」

「
議
会
は
ど
う
し
た
の
か
。」と
い

っ
た
ご
不
満
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
昨
今
の
地

方
自
治
行
政
は
刻
一
刻
と
複
雑
化

し
つ
つ
あ
り
、
地
域
住
民
を
取
り

巻
く
環
境
が
激
動
し
、
長
期
展
望

に
た
っ
て
の
計
画
が
立
て
難
い
状

況
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
議
員

は
、
町
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者

と
し
て
、
常
に
町
民
の
福
祉
向
上

を
願
い
つ
つ
活
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
常

に
良
識
を
も
っ
て
審
議
し
、
議
決

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
取
り
も

直
さ
ず
町
の
主
権
者
と
し
て
の
町

民
か
ら
付
託
さ
れ
た
権
能
を
尊
重

し
意
思
決
定
し
て
い
る
訳
で
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
皆
様
は
疑

問
の
真
実
を
知
る
権
利
が
あ
り
、

我
々
議
員
は
自
己
の
責
任
に
お
い

て
、
町
や
議
会
の
実
態
を
報
告
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
信
頼
関
係
を
よ
り
強
固
に
し

て
こ
そ
、
住
み
よ
い
地
域
が
創

造
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
議
会
広
報
は
、
議
会
活
動

情
報
の
提
供
や
共
有
の
方
策
の
一

つ
、
町
民
と
議
会
と
の
交
流
の
場

と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

・
発
行
計
画
　
年
四
回

・
発
行
時
期
　
定
例
会
二
か
月
後

　
し
か
し
な
が
ら
、
は
じ
め
て
の

刊
行
で
あ
り
編
集
に
不
慣
れ
な
点

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
研
鑽
を

積
み
町
民
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ

う
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
改
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
創
刊
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま

す
。

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か

ら
14
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
報
告
３
件
、
条
例
５

件
、
補
正
予
算
５
件
、
平
成
22
年

度
決
算
２
件
、
人
事
案
件
２
件
、

議
会
か
ら
２
件
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承

認
し
ま
し
た
。

●
町
立
小
学
校
設
置
条
例
の
改
正

　
倉
石
３
小
学
校
（
石
沢
、
中
市
、

又
重
）
を
統
合
し
、
平
成
25
年
４

月
新
た
に
「
倉
石
小
学
校
」
を
設

置
、
場
所
は
現
在
の
中
市
小
学
校

校
舎
施
設
を
利
用
す
る
た
め
改
正
。

【
反
対
】
赤
坂

　悦
子

　議
員

 

小
規
模
な
学
級
の
良
さ
は
、
子

ど
も
同
志
、
教
師
と
の
人
間
的
つ

な
が
り
の
深
さ
、
温
か
み
の
あ
る

教
育
活
動
な
ど
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
。
統
合
に
よ
り
、
学
校
が
遠

く
な
れ
ば
保
護
者
の
負
担
や
安
全

面
で
の
問
題
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
、
地
域
社
会
の
荒
廃

を
招
く
の
で
、
子
ど
も
の
教
育

と
地
域
社
会
を
守
る
た
め
反
対
す

る
。

【
賛
成
】
柏
田

　雅
俊

　議
員

　
統
合
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
も

大
事
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
子
供
た
ち
に
と
っ
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
が

優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
延
べ
12
回
の
保
護
者

及
び
地
域
住
民
と
の
対
話
、
さ
ら

に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
３
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代

表
者
か
ら
出
さ
れ
た
「
児
童
数
の

減
少
に
よ
り
複
式
学
級
が
増
加
し

て
い
く
現
状
の
中
で
、
子
供
た
ち

に
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
も
と
で

教
育
を
受
け
さ
せ
て
あ
げ
る
の
が

保
護
者
の
義
務
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
で
、
統
合
を
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
書
は
大

変
重
い
も
の
と
受
け
止
め
る
べ
き

で
、
そ
の
思
い
を
支
え
て
や
る
の

が
我
々
議
員
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
、
複
式
を
解
消
し
て
学
問
の
み

な
ら
ず
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
子
供
た
ち
に
よ
り
多
く
の

選
択
肢
が
あ
る
教
育
環
境
の
実
現

を
強
く
要
望
し
て
賛
成
し
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
（
賛

成
20
、
反
対
１
）
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

●
五
戸
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　全
員
賛
成

　
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
、

町
、
町
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
し
、
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
基
本
施
策
や
規
制
な
ど
を
定

め
、
町
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
の

確
保
及
び
町
経
済
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
。

●
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給

条
例
の
改
正

　
　
　全
員
賛
成

　
総
合
病
院
に
勤
務
す
る
産
科
医

等
に
分
べ
ん
手
当
を
支
給
す
る
た

め
改
正
。

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
条
例
の
改
正

　
　
　
　

 

　
　全
員
賛
成

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者
を
、

死
亡
し
た
者
に
、
死
亡
し
た
当

時
に
お
い
て
、
配
偶
者
、
子
、
父

母
、
孫
又
は
祖
父
母
の
い
ず
れ
も

い
な
い
場
合
は
、
同
居
又
は
、
生

計
同
一
の
兄
弟
姉
妹
に
支
給
す
る

た
め
改
正
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　全
員
賛
成

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
65
歳
以
上
の
被

扶
養
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
基
礎
の
一
部
に
減
免
措
置
期
間

が
２
年
で
あ
っ
た
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
ま
で
そ
の
期
間

を
延
ば
す
た
め
の
改
正
。

●
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　全
員
賛
成

旧
五
戸
地
区
公
民
館
解
体
へ

一
般
会
計
予
算
２
億
３
９
０
９
万

円
補
正
増
額
を
可
決

歳
出
の
主
な
る
も
の

・
旧
地
区
公
民
館
解
体
工
事
費

４
３
８
１
万
円

・
停
電
時
対
応
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
工
事
費

１
６
０
６
万
円

・
子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
業
務

委
託
料

２
４
４
３
万
円

　
な
ど
を
追
加
し
、

・
庁
舎
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

３
２
７
３
万
円

　
を
減
額
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
地
方
交
付

税
、
繰
入
金
及
び
諸
収
入
な
ど
を

充
て
る
も
の
で
す
。

●
平
成
23
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　全
員
賛
成

各
会
計
歳
出
の
主
な
る
も
の

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

８
５
７
万
８
千
円
増
額

・
電
子
レ
セ
プ
ト
対
応
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
ほ
か

介
護
保
険
特
別
会
計

７
万
１
千
円
増
額

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
報
酬
ほ
か

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

２
０
２
万
円
増
額

・
施
設
修
繕
料
ほ
か

五
戸
町
病
院
事
業
会
計

９
８
５
１
万
６
千
円
増
額

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
ほ
か

●
平
成
22
年
度
公
営
企
業
決
算
に

基
づ
く
経
営
の
資
金
不
足
比
率

報
告

　
公
営
企
業
と
し
て
病
院
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
、
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
事
業
会
計
、
簡
易

水
道
事
業
会
計
が
対
象
で
あ
る
。

　
資
金
不
足
が
な
い
た
め
経
営
の

資
金
不
足
比
率
が
算
定
さ
れ
な
い
。

議
長

　中
里

　公
志
郎

　平
成
二
十
三
年
十
一
月

創
刊
の
こ
と
ば

創
刊
の
こ
と
ば

創
刊
の
こ
と
ば

倉
石
３
小
学
校
統
合

　

 

統
合
先
は
中
市

　
　

 

名
称
「
倉
石
小
学
校
」

町
長
提
案
議
案

討 

論

平
成
23
年

　
９
月
定
例
会

平
成
23
年

　
９
月
定
例
会

平
成
23
年

　
９
月
定
例
会



③ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ②

商工会、観光協会事務所のある旧五戸地区公民館 「芝生の校庭」石沢小学校「倉石小学校」として生まれ変わる中市小学校

「芝生アート」校庭に巨大なあみだくじ又重小学校

　五
戸
総
合
病
院
は
公
営
企
業

会
計
（
独
立
採
算
性
）
が
適
用

さ
れ
て
い
る
が
、
町
立
の
病
院

で
あ
る
た
め
公
益
性
の
観
点
か

ら
、
一
般
会
計
が
公
営
企
業
会

計
の
経
費
の
一
部
を
負
担
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
と
は

　
こ
の
度
、
五
戸
町
議
会
は
広
報

紙
と
し
て
「
ご
の
へ
議
会
だ
よ

り
」
を
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
わ
が
議
会
は
、「
町
民
の
た
め

の
、
町
民
の
政
治
」
を
基
本
理
念

に
常
に
真
剣
に
討
論
を
重
ね
皆
様

の
ご
期
待
に
応
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
時
に

は
「
町
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」

「
議
会
は
ど
う
し
た
の
か
。」と
い

っ
た
ご
不
満
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
、
昨
今
の
地

方
自
治
行
政
は
刻
一
刻
と
複
雑
化

し
つ
つ
あ
り
、
地
域
住
民
を
取
り

巻
く
環
境
が
激
動
し
、
長
期
展
望

に
た
っ
て
の
計
画
が
立
て
難
い
状

況
に
あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
我
々
議
員

は
、
町
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
表
者

と
し
て
、
常
に
町
民
の
福
祉
向
上

を
願
い
つ
つ
活
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
常

に
良
識
を
も
っ
て
審
議
し
、
議
決

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
取
り
も

直
さ
ず
町
の
主
権
者
と
し
て
の
町

民
か
ら
付
託
さ
れ
た
権
能
を
尊
重

し
意
思
決
定
し
て
い
る
訳
で
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
皆
様
は
疑

問
の
真
実
を
知
る
権
利
が
あ
り
、

我
々
議
員
は
自
己
の
責
任
に
お
い

て
、
町
や
議
会
の
実
態
を
報
告
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ

り
信
頼
関
係
を
よ
り
強
固
に
し

て
こ
そ
、
住
み
よ
い
地
域
が
創

造
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
議
会
広
報
は
、
議
会
活
動

情
報
の
提
供
や
共
有
の
方
策
の
一

つ
、
町
民
と
議
会
と
の
交
流
の
場

と
し
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。

・
発
行
計
画
　
年
四
回

・
発
行
時
期
　
定
例
会
二
か
月
後

　
し
か
し
な
が
ら
、
は
じ
め
て
の

刊
行
で
あ
り
編
集
に
不
慣
れ
な
点

も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
研
鑽
を

積
み
町
民
の
ご
期
待
に
添
え
る
よ

う
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
改
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
創
刊
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま

す
。

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
８
日
か

ら
14
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
報
告
３
件
、
条
例
５

件
、
補
正
予
算
５
件
、
平
成
22
年

度
決
算
２
件
、
人
事
案
件
２
件
、

議
会
か
ら
２
件
が
提
出
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承

認
し
ま
し
た
。

●
町
立
小
学
校
設
置
条
例
の
改
正

　
倉
石
３
小
学
校
（
石
沢
、
中
市
、

又
重
）
を
統
合
し
、
平
成
25
年
４

月
新
た
に
「
倉
石
小
学
校
」
を
設

置
、
場
所
は
現
在
の
中
市
小
学
校

校
舎
施
設
を
利
用
す
る
た
め
改
正
。

【
反
対
】
赤
坂

　悦
子

　議
員

 

小
規
模
な
学
級
の
良
さ
は
、
子

ど
も
同
志
、
教
師
と
の
人
間
的
つ

な
が
り
の
深
さ
、
温
か
み
の
あ
る

教
育
活
動
な
ど
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
。
統
合
に
よ
り
、
学
校
が
遠

く
な
れ
ば
保
護
者
の
負
担
や
安
全

面
で
の
問
題
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
崩
壊
、
地
域
社
会
の
荒
廃

を
招
く
の
で
、
子
ど
も
の
教
育

と
地
域
社
会
を
守
る
た
め
反
対
す

る
。

【
賛
成
】
柏
田

　雅
俊

　議
員

　
統
合
は
地
域
住
民
に
と
っ
て
も

大
事
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
子
供
た
ち
に
と
っ
て

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
視
点
が

優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
延
べ
12
回
の
保
護
者

及
び
地
域
住
民
と
の
対
話
、
さ
ら

に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を

踏
ま
え
て
３
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
代

表
者
か
ら
出
さ
れ
た
「
児
童
数
の

減
少
に
よ
り
複
式
学
級
が
増
加
し

て
い
く
現
状
の
中
で
、
子
供
た
ち

に
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
も
と
で

教
育
を
受
け
さ
せ
て
あ
げ
る
の
が

保
護
者
の
義
務
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
で
、
統
合
を
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
書
は
大

変
重
い
も
の
と
受
け
止
め
る
べ
き

で
、
そ
の
思
い
を
支
え
て
や
る
の

が
我
々
議
員
の
責
務
で
あ
る
と
考

え
、
複
式
を
解
消
し
て
学
問
の
み

な
ら
ず
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
子
供
た
ち
に
よ
り
多
く
の

選
択
肢
が
あ
る
教
育
環
境
の
実
現

を
強
く
要
望
し
て
賛
成
し
ま
す
。

　
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
（
賛

成
20
、
反
対
１
）
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
た
。

●
五
戸
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
　
　全
員
賛
成

　
暴
力
団
を
排
除
す
る
た
め
、

町
、
町
民
及
び
事
業
者
の
責
務
を

明
ら
か
に
し
、
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
基
本
施
策
や
規
制
な
ど
を
定

め
、
町
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
の

確
保
及
び
町
経
済
の
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
。

●
町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給

条
例
の
改
正

　
　
　全
員
賛
成

　
総
合
病
院
に
勤
務
す
る
産
科
医

等
に
分
べ
ん
手
当
を
支
給
す
る
た

め
改
正
。

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
条
例
の
改
正

　
　
　
　

 

　
　全
員
賛
成

　
災
害
弔
慰
金
の
支
給
対
象
者
を
、

死
亡
し
た
者
に
、
死
亡
し
た
当

時
に
お
い
て
、
配
偶
者
、
子
、
父

母
、
孫
又
は
祖
父
母
の
い
ず
れ
も

い
な
い
場
合
は
、
同
居
又
は
、
生

計
同
一
の
兄
弟
姉
妹
に
支
給
す
る

た
め
改
正
。

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

　全
員
賛
成

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
に
加
入
す
る
65
歳
以
上
の
被

扶
養
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
基
礎
の
一
部
に
減
免
措
置
期
間

が
２
年
で
あ
っ
た
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
加
入
ま
で
そ
の
期
間

を
延
ば
す
た
め
の
改
正
。

●
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　全
員
賛
成

旧
五
戸
地
区
公
民
館
解
体
へ

一
般
会
計
予
算
２
億
３
９
０
９
万

円
補
正
増
額
を
可
決

歳
出
の
主
な
る
も
の

・
旧
地
区
公
民
館
解
体
工
事
費

４
３
８
１
万
円

・
停
電
時
対
応
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
工
事
費

１
６
０
６
万
円

・
子
宮
頸
が
ん
等
予
防
接
種
業
務

委
託
料

２
４
４
３
万
円

　
な
ど
を
追
加
し
、

・
庁
舎
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事

３
２
７
３
万
円

　
を
減
額
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
地
方
交
付

税
、
繰
入
金
及
び
諸
収
入
な
ど
を

充
て
る
も
の
で
す
。

●
平
成
23
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　全
員
賛
成

各
会
計
歳
出
の
主
な
る
も
の

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

８
５
７
万
８
千
円
増
額

・
電
子
レ
セ
プ
ト
対
応
シ
ス
テ
ム

改
修
業
務
委
託
料
ほ
か

介
護
保
険
特
別
会
計

７
万
１
千
円
増
額

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
委
員
報
酬
ほ
か

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

２
０
２
万
円
増
額

・
施
設
修
繕
料
ほ
か

五
戸
町
病
院
事
業
会
計

９
８
５
１
万
６
千
円
増
額

・
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
ほ
か

●
平
成
22
年
度
公
営
企
業
決
算
に

基
づ
く
経
営
の
資
金
不
足
比
率

報
告

　
公
営
企
業
と
し
て
病
院
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
、
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
事
業
会
計
、
簡
易

水
道
事
業
会
計
が
対
象
で
あ
る
。

　
資
金
不
足
が
な
い
た
め
経
営
の

資
金
不
足
比
率
が
算
定
さ
れ
な
い
。

議
長

　中
里

　公
志
郎

　平
成
二
十
三
年
十
一
月

創
刊
の
こ
と
ば

創
刊
の
こ
と
ば

創
刊
の
こ
と
ば

倉
石
３
小
学
校
統
合

　

 

統
合
先
は
中
市

　
　

 

名
称
「
倉
石
小
学
校
」

町
長
提
案
議
案

討 

論

平
成
23
年

　
９
月
定
例
会

平
成
23
年

　
９
月
定
例
会

平
成
23
年

　
９
月
定
例
会



⑤ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ④

　健全化判断比率とは、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（地方財政健全化法）が
成立し、平成１９年度決算から財政状況を判断する健全化判断比率を算定して町民の皆さんに
公表するものです。この法律は財政悪化が進む地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐために
毎年財政状況をチェックし、早期に財政の健全化に取り組めるようにしたものです。

① 実質赤字比率：主に一般会計でどれくらいの赤字があるか。

② 連結実質赤字比率：町全体（一般会計、特別会計）でどれくらいの赤字があるか。

③ 実質公債比率：借金の返済にどれくらい支払っているか。

④ 将来負担比率：将来どれくらいの負担が見込まれるか。　

五戸町は２２年度決算において健全な財政状況にあります。

人
　 

事

一
般
質
問

議
会
提
出
議
案

五戸小学校の正門

完成間近な人工芝生、ひばり野公園サッカー場

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
意

◎ 

原
　
　
　
　
　
博
　
氏

　
上
市
川
字
上
市
川
30
番
地

　主
な
職
歴

　
　
天
満
下
土
地
改
良
区
理
事

　
　
人
権
擁
護
委
員

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
　
　
　
　
　
　
同
意

◎ 

石
ヶ
森
　
幹
　
雄
　
氏

　
扇
田
字
家
ノ
表
44
番
地
１

　主
な
職
歴

　
　
町
消
防
団
分
団
長

　
　
民
生
委
員

　
　
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

●
ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
の
発
行
規
程

　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成

　
議
会
の
活
動
状
況
や
議
会
に
関

す
る
諸
般
の
事
項
な
ど
を
町
民
に

周
知
し
な
が
ら
、
町
民
の
議
会
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
広
報
を
発
行
し
、
編
集
委
員
会

の
設
置
や
発
行
に
必
要
な
事
項
を

規
定
す
る
た
め
制
定
し
た
。

●
ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
７
人
を
選
任
　
　
　
全
員
賛
成

髙

　山

　浩

　司

　議
員

根

　森

　隆

　雄

　議
員

鈴

　木

　繁

　盛

　議
員

尾

　形

　裕

　之

　議
員

大

　沢

　
　
　博

　議
員

大

　沢

　義

　之

　議
員

柏

　田

　雅

　俊

　議
員

●
五
戸
町
表
彰
審
議
会
委
員
３
人

　
を
指
名
　
　
　
　
　
全
員
賛
成

　
五
戸
町
表
彰
条
例
第
９
条
第
２

項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
議
員
の
う
ち
か
ら
３
人
を
指
名

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

尾

　形

　裕

　之

　議
員

髙

　山

　浩

　司

　議
員

大

　沢

　義

　之

　議
員

　町
長
は
合
併
以
来
、
行
財
政
改

革
な
く
し
て
町
の
発
展
が
な
い
と

財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
て
き
た

が
、
合
併
10
年
で
合
併
特
例
債
が

終
了
し
、
地
方
交
付
税
も
減
少
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
財

政
基
盤
と
町
民
に
夢
と
希
望
が
持

て
る
事
業
計
画
が
あ
る
か
。

　
22
年
度
決
算
に
お
い
て
財
政
調

整
基
金
と
減
債
基
金
を
合
わ
せ
４

億
３
４
０
０
万
円
の
積
み
立
て
が

出
来
た
。
ま
た
、
実
質
公
債
比
率

も
年
々
改
善
の
方
向
に
あ
る
。
し

か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
国

の
財
政
難
か
ら
今
後
の
予
測
が
つ

か
ず
楽
観
で
き
る
状
況
に
な
い
。

①
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
戸
市
を

中
心
と
す
る
定
住
自
立
圏
構
想
の

中
で
進
め
て
い
る
事
業
が
あ
り
、

本
年
度
は
広
域
路
線
バ
ス
上
限
運

賃
化
実
験
が
あ
る
。

　
今
後
も
一
つ
の
町
だ
け
で
事
業

効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
財
政
的
に

も
無
理
が
あ
る
の
で
、
定
住
自
立

圏
構
想
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

②
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
生
化
に

着
手
し
て
い
る
が
、
サ
ッ
カ
ー
場

に
限
ら
ず
ひ
ば
り
野
公
園
の
施
設

は
随
時
改
修
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
小
渡
平
公
園
は
全
国
有
数
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
競
技
場

を
目
指
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
改
築
さ
れ
る
五
戸
小
学

校
は
通
常
よ
り
大
き
い
体
育
館
を

建
設
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

完
成
す
れ
ば
多
く
の
室
内
競
技
が

利
用
で
き
る
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
体
育
施
設
を
充
実

さ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
方
に
感

動
と
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

①
五
戸
小
学
校
の
改
築
に
あ
た
り
、

校
地
内
の
木
々
、
植
物
園
、
旧

プ
ー
ル
、
駐
車
場
な
ど
の
整
備
は
。

②
統
合
後
の
各
小
学
校
の
廃
校
施

設
及
び
跡
地
の
利
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　①
緑
地
帯
、
駐
車
場
等
の
確
保
は

校
舎
の
配
置
と
合
わ
せ
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
校
地
内
の
木
々
に
つ
い
て

は
、
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
後
世
に
残

し
て
い
く
花
木
の
選
定
作
業
を

し
て
い
る
。
な
お
、
植
物
園
は

現
在
と
同
様
に
管
理
し
、
旧
プ

ー
ル
は
撤
去
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

②
廃
校
と
な
る
施
設
及
び
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
計

画
と
料
金
は
。

　
利
用
計
画
及
び
料
金
設
定
は
検

討
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
現
段
階

で
は
従
来
ど
お
り
の
方
向
で
考
え

て
い
る
。
利
用
計
画
は
利
用
申
請

が
出
さ
れ
た
も
の
を
整
理
す
る
方

向
で
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
人
工
芝
生
サ
ッ
カ
ー
場
を
所

有
し
て
い
る
近
隣
の
市
町
村
、
あ

る
い
は
県
に
お
け
る
運
営
、
管
理

方
法
等
も
参
考
に
、
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
決
定
し
た
い
。

①
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
義

務
教
育
終
了
ま
で
医
療
費
の
無

料
化
延
長
の
考
え
は
な
い
か
。

●平成22年度決算に基づく財政の健全化判断比率　報告

①実質赤字比率
一般会計の赤字額
が標準財政規模に
占める割合　％

②連結実質赤字比率
全会計の実質赤字
額が標準財政規模
に占める割合　％

③実質公債比率
全会計の償還額が
標準財政規模に占
める割合　％

④将来負担比率
将来一般会計から
負担されると想定
される金額が標準
財政規模に占める
割合

五戸町

早期健全化基準

財政再生基準

14.16以上

20以上

19.16以上

35以上

25以上

35以上

350以上

－ － 21.7 108.1
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月
定
例
会
か
ら

　
　
議
会
広
報
発
行
！

９
月
定
例
会
か
ら

　
　
議
会
広
報
発
行
！
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浦
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長
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弁

髙
橋
教
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長
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弁

髙
橋
教
育
長
答
弁

質

　問

質

　問
赤　坂　悦　子  議員

夢
と
希
望
が

　
　

  

持
て
る
事
業
は

廃
校
の
利
活
用
は

人
工
芝
生

　サ
ッ
カ
ー
場
の

　
　
　利
用
計
画
は

子
育
て
世
代
の

　
　
　

  

支
援
強
化
を



⑤ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ④

　健全化判断比率とは、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（地方財政健全化法）が
成立し、平成１９年度決算から財政状況を判断する健全化判断比率を算定して町民の皆さんに
公表するものです。この法律は財政悪化が進む地方公共団体の財政破たんを未然に防ぐために
毎年財政状況をチェックし、早期に財政の健全化に取り組めるようにしたものです。

① 実質赤字比率：主に一般会計でどれくらいの赤字があるか。

② 連結実質赤字比率：町全体（一般会計、特別会計）でどれくらいの赤字があるか。

③ 実質公債比率：借金の返済にどれくらい支払っているか。

④ 将来負担比率：将来どれくらいの負担が見込まれるか。　

五戸町は２２年度決算において健全な財政状況にあります。

人
　 

事

一
般
質
問

議
会
提
出
議
案

五戸小学校の正門

完成間近な人工芝生、ひばり野公園サッカー場

●
人
権
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薦
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員

●
ご
の
へ
議
会
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よ
り
の
発
行
規
程

　
　
　
　
　
　
全
員
賛
成

　
議
会
の
活
動
状
況
や
議
会
に
関

す
る
諸
般
の
事
項
な
ど
を
町
民
に

周
知
し
な
が
ら
、
町
民
の
議
会
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
広
報
を
発
行
し
、
編
集
委
員
会

の
設
置
や
発
行
に
必
要
な
事
項
を

規
定
す
る
た
め
制
定
し
た
。

●
ご
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７
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●
五
戸
町
表
彰
審
議
会
委
員
３
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を
指
名
　
　
　
　
　
全
員
賛
成

　
五
戸
町
表
彰
条
例
第
９
条
第
２

項
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
議
員
の
う
ち
か
ら
３
人
を
指
名

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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　町
長
は
合
併
以
来
、
行
財
政
改

革
な
く
し
て
町
の
発
展
が
な
い
と

財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
て
き
た

が
、
合
併
10
年
で
合
併
特
例
債
が

終
了
し
、
地
方
交
付
税
も
減
少
す

る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
財

政
基
盤
と
町
民
に
夢
と
希
望
が
持

て
る
事
業
計
画
が
あ
る
か
。

　
22
年
度
決
算
に
お
い
て
財
政
調

整
基
金
と
減
債
基
金
を
合
わ
せ
４

億
３
４
０
０
万
円
の
積
み
立
て
が

出
来
た
。
ま
た
、
実
質
公
債
比
率

も
年
々
改
善
の
方
向
に
あ
る
。
し

か
し
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
国

の
財
政
難
か
ら
今
後
の
予
測
が
つ

か
ず
楽
観
で
き
る
状
況
に
な
い
。

①
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進

　
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
戸
市
を

中
心
と
す
る
定
住
自
立
圏
構
想
の

中
で
進
め
て
い
る
事
業
が
あ
り
、

本
年
度
は
広
域
路
線
バ
ス
上
限
運

賃
化
実
験
が
あ
る
。

　
今
後
も
一
つ
の
町
だ
け
で
事
業

効
果
を
上
げ
る
こ
と
は
財
政
的
に

も
無
理
が
あ
る
の
で
、
定
住
自
立

圏
構
想
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

②
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
生
化
に

着
手
し
て
い
る
が
、
サ
ッ
カ
ー
場

に
限
ら
ず
ひ
ば
り
野
公
園
の
施
設

は
随
時
改
修
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
小
渡
平
公
園
は
全
国
有
数
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
競
技
場

を
目
指
し
、
整
備
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
改
築
さ
れ
る
五
戸
小
学

校
は
通
常
よ
り
大
き
い
体
育
館
を

建
設
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

完
成
す
れ
ば
多
く
の
室
内
競
技
が

利
用
で
き
る
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
体
育
施
設
を
充
実

さ
せ
て
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
町
民
の
皆
様
方
に
感

動
と
元
気
と
勇
気
を
与
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

①
五
戸
小
学
校
の
改
築
に
あ
た
り
、

校
地
内
の
木
々
、
植
物
園
、
旧

プ
ー
ル
、
駐
車
場
な
ど
の
整
備
は
。

②
統
合
後
の
各
小
学
校
の
廃
校
施

設
及
び
跡
地
の
利
用
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　①
緑
地
帯
、
駐
車
場
等
の
確
保
は

校
舎
の
配
置
と
合
わ
せ
て
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
校
地
内
の
木
々
に
つ
い
て

は
、
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
後
世
に
残

し
て
い
く
花
木
の
選
定
作
業
を

し
て
い
る
。
な
お
、
植
物
園
は

現
在
と
同
様
に
管
理
し
、
旧
プ

ー
ル
は
撤
去
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

②
廃
校
と
な
る
施
設
及
び
跡
地
の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　人
工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
の
利
用
計

画
と
料
金
は
。

　
利
用
計
画
及
び
料
金
設
定
は
検

討
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
現
段
階

で
は
従
来
ど
お
り
の
方
向
で
考
え

て
い
る
。
利
用
計
画
は
利
用
申
請

が
出
さ
れ
た
も
の
を
整
理
す
る
方

向
で
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
料
金
設
定
に
つ
い
て
は
、

今
後
人
工
芝
生
サ
ッ
カ
ー
場
を
所

有
し
て
い
る
近
隣
の
市
町
村
、
あ

る
い
は
県
に
お
け
る
運
営
、
管
理

方
法
等
も
参
考
に
、
関
係
機
関
と

協
議
し
な
が
ら
決
定
し
た
い
。

①
子
育
て
支
援
の
一
環
と
し
て
義

務
教
育
終
了
ま
で
医
療
費
の
無

料
化
延
長
の
考
え
は
な
い
か
。

●平成22年度決算に基づく財政の健全化判断比率　報告

①実質赤字比率
一般会計の赤字額
が標準財政規模に
占める割合　％

②連結実質赤字比率
全会計の実質赤字
額が標準財政規模
に占める割合　％

③実質公債比率
全会計の償還額が
標準財政規模に占
める割合　％

④将来負担比率
将来一般会計から
負担されると想定
される金額が標準
財政規模に占める
割合

五戸町

早期健全化基準

財政再生基準

14.16以上

20以上

19.16以上

35以上

25以上

35以上

350以上

－ － 21.7 108.1

９
月
定
例
会
か
ら

　
　
議
会
広
報
発
行
！

９
月
定
例
会
か
ら

　
　
議
会
広
報
発
行
！
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弁
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教
育
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弁
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教
育
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質
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赤　坂　悦　子  議員

夢
と
希
望
が

　
　

  

持
て
る
事
業
は

廃
校
の
利
活
用
は

人
工
芝
生

　サ
ッ
カ
ー
場
の

　
　
　利
用
計
画
は

子
育
て
世
代
の

　
　
　

  

支
援
強
化
を



⑦ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑥

②
少
子
化
対
策
と
し
て
出
産
祝
い

金
の
支
給
の
考
え
は
な
い
か
。

①
県
内
の
一
部
の
町
村
で
は
中
学

校
卒
業
ま
で
を
給
付
対
象
と
し

て
い
る
が
、
子
供
の
医
療
費
無

料
化
は
、
青
森
県
乳
幼
児
は
つ

ら
つ
育
成
事
業
を
利
用
し
て
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

を
対
象
に
給
付
に
要
し
た
費
用

の
２
分
の
１
が
県
の
補
助
と
な

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
年
齢
制

限
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す

る
と
、
多
額
の
予
算
が
必
要
と

な
る
た
め
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
慎
重
に
検
討
す
る
。

②
町
と
し
て
は
出
産
祝
い
金
の
支

給
を
一
時
的
に
行
う
こ
と
よ
り

も
、
町
単
独
で
行
っ
て
い
る
保

育
料
の
半
額
を
継
続
し
て
い
く

と
と
も
に
、
子
育
て
の
環
境
づ

く
り
に
重
点
を
置
き
、
安
心
し

て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
の

環
境
づ
く
り
、
相
談
体
制
の
整

備
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
課
題
だ
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
少
子
化
対
策
の
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
結
核
検
診
の
対
象
年
齢
は
、
現

在
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

40
代
50
代
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
も
し
、
町
単
独
で
年
齢
を
拡
大

し
た
場
合
、
ど
の
程
度
予
算
が
必

要
に
な
る
か
。

　
全
国
的
に
は
市
町
村
独
自
で
検

診
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
青
森
県
内
で
は
単
独
で
15

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
働
き
盛
り
の

世
代
の
結
核
検
診
を
実
施
し
て
い

る
市
町
村
は
ま
だ
な
い
の
で
、
県

内
及
び
近
隣
市
町
村
の
実
施
状
況

を
見
き
わ
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　
子
供
の
医
療
費
の
問
題
、
結
核

検
診
の
問
題
も
、
本
来
国
・
県
が

主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
問
題

で
、
市
町
村
に
財
政
的
余
裕
が
あ

れ
ば
別
だ
が
、
国
・
県
に
も
っ
と

真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
た

い
。

　
倉
石
温
泉
、
ふ
れ
あ
い
体
験
の

郷
は
、
合
併
後
指
定
管
理
者
制
度

に
な
っ
た
が
、
利
用
者
の
減
少
が

続
い
て
い
る
。
倉
石
温
泉
は
、
本

来
、
地
域
福
祉
推
進
事
業
を
目
的

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
あ

り
、
地
域
全
体
を
活
性
化
さ
せ
、

福
祉
対
策
事
業
と
し
て
利
用
す
る

た
め
に
今
後
指
定
管
理
者
制
度
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

　
倉
石
温
泉
の
利
用
者
の
減
少
は

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
平
成
15
年
の

料
金
値
上
げ
や
人
口
統
計
か
ら
見

て
も
毎
年
１
％
か
ら
１
・
５
％
減

少
し
て
い
る
の
も
関
係
し
て
い

る
。

　
ふ
れ
あ
い
体
験
の
郷
は
、
現
在
、

青
森
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
体
験
と
し
て
３
つ
の
メ
ニ
ュ

ー
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
今
後
も
施
設
の
利
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

　
倉
石
温
泉
に
つ
い
て
は
、
掘
削

を
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
で

行
い
、
隣
の
建
物
は
福
祉
関
係
の

予
算
で
建
て
て
お
り
、
現
在
65
歳

以
上
の
方
は
百
円
と
い
う
低
料
金

を
設
定
し
て
い
る
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
は
葬
祭

関
係
や
各
種
会
合
に
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。

①
五
戸
ま
つ
り
は
三
社
大
祭
で
は

な
い
の
に
、
な
ぜ
山
車
参
加
の

各
自
治
会
は
三
社
に
参
加
料
を

払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

②
豊
年
感
謝
祭
、
大
名
行
列
、
下

大
町
の
公
衆
ト
イ
レ
等
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

③
小
学
校
統
合
後
の
学
校
跡
地
に

山
車
小
屋
を
建
て
、
お
ま
つ
り

広
場
に
し
た
い
と
考
え
る
自
治

会
が
あ
る
が
、
町
の
考
え
は
。

①
文
献
に
よ
る
と
、
戦
前
、
三
社

に
は
格
が
与
え
ら
れ
、
祭
祀
料

は
町
費
か
ら
支
出
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、
現
在
で
は
あ
り
得
な

い
こ
と
で
、
三
社
へ
の
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
と
三

社
と
の
問
題
で
あ
り
、
町
は

関
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
。

②
豊
年
感
謝
祭
、
大
名
行
列
は
、

五
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
検

討
す
る
よ
う
伝
え
る
。
公
衆
ト

イ
レ
は
観
光
協
会
に
仮
設
ト
イ

レ
の
設
置
を
要
望
す
る
。

③
小
学
校
跡
地
活
用
は
、
地
区
住

民
と
協
議
す
る
。

①
「
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
」
で
の
議

会
放
送
予
定
は
い
つ
か
。
ま

た
、
運
営
実
行
委
員
会
は
つ
く

ら
な
い
の
か
。

②
ひ
ば
り
野
町
営
住
宅
の
旧
住
宅

に
は
、
な
ぜ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
入
ら
な
い
の
か
。

①
議
会
放
送
な
ど
の
映
像
放
送
、

ま
た
、
放
送
運
営
の
あ
り
方
な

ど
協
議
中
で
あ
り
、
来
年
度
の

実
施
予
定
。

②
旧
町
営
住
宅
は
解
体
予
定
で
あ

り
、
二
重
投
資
防
止
の
観
点
か

ら
旧
住
宅
へ
の
引
き
込
み
は
し

な
い
。
入
居
者
か
ら
は
お
お
む

ね
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

①
ク
レ
ー
ム
処
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

②
教
育
問
題
で
は
教
育
委
員
長
が

対
応
す
べ
き
で
は
。

①
今
後
庁
内
統
一
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
い
。

②
一
般
的
に
は
教
育
課
長
あ
る
い

は
教
育
長
が
対
応
し
、大
き
な
問

題
は
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
。

①
現
状
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
見

直
す
べ
き
で
は
。

②
農
地
法
第
４
条
・
第
５
条
も
現

状
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

①
平
成
24
年
度
に
基
礎
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
全
面
的
な
見

直
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
期
間
、
費
用
も
か
か
る
こ

と
か
ら
財
政
運
営
の
方
向
性
を

見
き
わ
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

②
農
業
委
員
会
で
は
申
請
等
が
あ

る
と
、
現
地
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
審
査
し
て
県
知
事
へ
進
達

し
ま
す
。
農
地
に
関
し
て
は
、

い
つ
で
も
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
表
彰
基
準
の
期
間
に
満
た
な
く

て
も
高
齢
の
方
は
表
彰
し
て
よ
い

の
で
は
。

　
表
彰
審
議
会
等
で
検
討
す
る
。

　
具
体
的
な
経
営
改
善
策
は
。

　
平
成
23
年
３
月
に
経
営
改
善
推

進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
入
院
収

益
向
上
を
主
に
、
各
科
別
目
標
を

定
め
た
。
事
務
局
で
は
経
費
削
減

は
も
と
よ
り
、
診
療
報
酬
に
お
け

る
新
た
な
施
設
基
準
を
取
得
す
る

な
ど
経
営
健
全
化
に
向
け
努
力
し

て
い
る
。

　
病
院
を
除
く
大
型
公
共
施
設
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
節
電
が
な

さ
れ
、
ど
の
程
度
の
電
力
消
費
削

減
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。
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⑦ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑥

②
少
子
化
対
策
と
し
て
出
産
祝
い

金
の
支
給
の
考
え
は
な
い
か
。

①
県
内
の
一
部
の
町
村
で
は
中
学

校
卒
業
ま
で
を
給
付
対
象
と
し

て
い
る
が
、
子
供
の
医
療
費
無

料
化
は
、
青
森
県
乳
幼
児
は
つ

ら
つ
育
成
事
業
を
利
用
し
て
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

を
対
象
に
給
付
に
要
し
た
費
用

の
２
分
の
１
が
県
の
補
助
と
な

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
年
齢
制

限
を
中
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
す

る
と
、
多
額
の
予
算
が
必
要
と

な
る
た
め
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
慎
重
に
検
討
す
る
。

②
町
と
し
て
は
出
産
祝
い
金
の
支

給
を
一
時
的
に
行
う
こ
と
よ
り

も
、
町
単
独
で
行
っ
て
い
る
保

育
料
の
半
額
を
継
続
し
て
い
く

と
と
も
に
、
子
育
て
の
環
境
づ

く
り
に
重
点
を
置
き
、
安
心
し

て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
の

環
境
づ
く
り
、
相
談
体
制
の
整

備
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
課
題
だ
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
今
後
に
つ
い

て
は
、
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
少
子
化
対
策
の
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　
結
核
検
診
の
対
象
年
齢
は
、
現

在
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、

40
代
50
代
に
拡
大
で
き
な
い
か
。

　
も
し
、
町
単
独
で
年
齢
を
拡
大

し
た
場
合
、
ど
の
程
度
予
算
が
必

要
に
な
る
か
。

　
全
国
的
に
は
市
町
村
独
自
で
検

診
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
青
森
県
内
で
は
単
独
で
15

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
働
き
盛
り
の

世
代
の
結
核
検
診
を
実
施
し
て
い

る
市
町
村
は
ま
だ
な
い
の
で
、
県

内
及
び
近
隣
市
町
村
の
実
施
状
況

を
見
き
わ
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　
子
供
の
医
療
費
の
問
題
、
結
核

検
診
の
問
題
も
、
本
来
国
・
県
が

主
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
問
題

で
、
市
町
村
に
財
政
的
余
裕
が
あ

れ
ば
別
だ
が
、
国
・
県
に
も
っ
と

真
剣
に
取
り
組
む
よ
う
要
望
し
た

い
。

　
倉
石
温
泉
、
ふ
れ
あ
い
体
験
の

郷
は
、
合
併
後
指
定
管
理
者
制
度

に
な
っ
た
が
、
利
用
者
の
減
少
が

続
い
て
い
る
。
倉
石
温
泉
は
、
本

来
、
地
域
福
祉
推
進
事
業
を
目
的

と
し
て
つ
く
ら
れ
た
施
設
で
あ

り
、
地
域
全
体
を
活
性
化
さ
せ
、

福
祉
対
策
事
業
と
し
て
利
用
す
る

た
め
に
今
後
指
定
管
理
者
制
度
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

　
倉
石
温
泉
の
利
用
者
の
減
少
は

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
か

ら
だ
け
で
は
な
く
、
平
成
15
年
の

料
金
値
上
げ
や
人
口
統
計
か
ら
見

て
も
毎
年
１
％
か
ら
１
・
５
％
減

少
し
て
い
る
の
も
関
係
し
て
い

る
。

　
ふ
れ
あ
い
体
験
の
郷
は
、
現
在
、

青
森
ご
の
へ
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
体
験
と
し
て
３
つ
の
メ
ニ
ュ

ー
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

て
お
り
、
今
後
も
施
設
の
利
活
用

を
図
っ
て
い
く
。

　
倉
石
温
泉
に
つ
い
て
は
、
掘
削

を
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
事
業
で

行
い
、
隣
の
建
物
は
福
祉
関
係
の

予
算
で
建
て
て
お
り
、
現
在
65
歳

以
上
の
方
は
百
円
と
い
う
低
料
金

を
設
定
し
て
い
る
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
は
葬
祭

関
係
や
各
種
会
合
に
も
利
用
さ
れ

て
い
る
。

①
五
戸
ま
つ
り
は
三
社
大
祭
で
は

な
い
の
に
、
な
ぜ
山
車
参
加
の

各
自
治
会
は
三
社
に
参
加
料
を

払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

②
豊
年
感
謝
祭
、
大
名
行
列
、
下

大
町
の
公
衆
ト
イ
レ
等
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
。

③
小
学
校
統
合
後
の
学
校
跡
地
に

山
車
小
屋
を
建
て
、
お
ま
つ
り

広
場
に
し
た
い
と
考
え
る
自
治

会
が
あ
る
が
、
町
の
考
え
は
。

①
文
献
に
よ
る
と
、
戦
前
、
三
社

に
は
格
が
与
え
ら
れ
、
祭
祀
料

は
町
費
か
ら
支
出
し
て
い
た
よ

う
だ
が
、
現
在
で
は
あ
り
得
な

い
こ
と
で
、
三
社
へ
の
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
と
三

社
と
の
問
題
で
あ
り
、
町
は

関
与
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
。

②
豊
年
感
謝
祭
、
大
名
行
列
は
、

五
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
検

討
す
る
よ
う
伝
え
る
。
公
衆
ト

イ
レ
は
観
光
協
会
に
仮
設
ト
イ

レ
の
設
置
を
要
望
す
る
。

③
小
学
校
跡
地
活
用
は
、
地
区
住

民
と
協
議
す
る
。

①
「
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
」
で
の
議

会
放
送
予
定
は
い
つ
か
。
ま

た
、
運
営
実
行
委
員
会
は
つ
く

ら
な
い
の
か
。

②
ひ
ば
り
野
町
営
住
宅
の
旧
住
宅

に
は
、
な
ぜ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
入
ら
な
い
の
か
。

①
議
会
放
送
な
ど
の
映
像
放
送
、

ま
た
、
放
送
運
営
の
あ
り
方
な

ど
協
議
中
で
あ
り
、
来
年
度
の

実
施
予
定
。

②
旧
町
営
住
宅
は
解
体
予
定
で
あ

り
、
二
重
投
資
防
止
の
観
点
か

ら
旧
住
宅
へ
の
引
き
込
み
は
し

な
い
。
入
居
者
か
ら
は
お
お
む

ね
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

①
ク
レ
ー
ム
処
理
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

②
教
育
問
題
で
は
教
育
委
員
長
が

対
応
す
べ
き
で
は
。

①
今
後
庁
内
統
一
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
た
い
。

②
一
般
的
に
は
教
育
課
長
あ
る
い

は
教
育
長
が
対
応
し
、大
き
な
問

題
は
教
育
委
員
会
が
処
理
す
る
。

①
現
状
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
見

直
す
べ
き
で
は
。

②
農
地
法
第
４
条
・
第
５
条
も
現

状
に
合
っ
て
い
な
い
の
で
は
。

①
平
成
24
年
度
に
基
礎
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
全
面
的
な
見

直
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る

が
、
期
間
、
費
用
も
か
か
る
こ

と
か
ら
財
政
運
営
の
方
向
性
を

見
き
わ
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

②
農
業
委
員
会
で
は
申
請
等
が
あ

る
と
、
現
地
調
査
を
実
施
す
る

な
ど
審
査
し
て
県
知
事
へ
進
達

し
ま
す
。
農
地
に
関
し
て
は
、

い
つ
で
も
相
談
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
表
彰
基
準
の
期
間
に
満
た
な
く

て
も
高
齢
の
方
は
表
彰
し
て
よ
い

の
で
は
。

　
表
彰
審
議
会
等
で
検
討
す
る
。

　
具
体
的
な
経
営
改
善
策
は
。

　
平
成
23
年
３
月
に
経
営
改
善
推

進
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
入
院
収

益
向
上
を
主
に
、
各
科
別
目
標
を

定
め
た
。
事
務
局
で
は
経
費
削
減

は
も
と
よ
り
、
診
療
報
酬
に
お
け

る
新
た
な
施
設
基
準
を
取
得
す
る

な
ど
経
営
健
全
化
に
向
け
努
力
し

て
い
る
。

　
病
院
を
除
く
大
型
公
共
施
設
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
節
電
が
な

さ
れ
、
ど
の
程
度
の
電
力
消
費
削

減
効
果
が
あ
っ
た
の
か
。

尾　形　裕　之  議員

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問
根　森　隆　雄  議員 質

　問

湯ったり　リラクゼーション「倉石温泉」

五戸まつり「お還りの大名行列」

地域の基幹病院「五戸総合病院」

結
核
検
診
対
象

　
　年
齢
の
拡
大
を

交
流
セ
ン
タ
ー

  

倉
石
温
泉
を
福
祉

　
　

 

目
的
で
活
用
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

　

  

議
会
放
送
は
い
つ

な
ぜ
山
車
参
加
料
を

三
社
に
支
払
う
の
か

ク
レ
ー
ム
は

　

  

ど
う
対
応
し
て

　
　
　
　

  

い
る
の
か

農
地
法
は

　

  

現
状
に
合
っ
て

　
　

  

い
な
い
の
で
は

五
戸
町
表
彰

　

  

基
準
の
見
直
し
を

五
戸
総
合
病
院
の

　
　
　

  

経
営
改
善
は

節
電
効
果
は

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

竹
原
福
祉
保
健
課
長
答
弁

小
村
教
育
課
長
答
弁

三
浦
農
業
委
員
会
会
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁



⑨ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑧

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
構
想
と
は
？

町民運動会の出店（ひばり野公園陸上競技場）

田子町

新郷村

三戸町
南部町

五戸町 八戸市

おいらせ町

階上町

旧五戸町役場をモチーフにしたひばり野スポーツ交流センター

　
庁
舎
を
含
め
た
各
公
共
施
設
内

の
執
務
エ
リ
ア
の
照
明
を
半
分
程

度
に
、
使
用
し
て
い
な
い
エ
リ
ア

の
消
灯
、
昼
休
み
時
間
の
完
全
消

灯
な
ど
の
徹
底
を
図
り
、
節
電
対

策
に
努
め
た
。

　　
役
場
の
暖
房
は
重
油
ボ
イ
ラ
ー

を
使
用
し
て
い
る
が
、
原
発
停
止

に
よ
る
火
力
発
電
需
要
の
増
加

で
、
重
油
の
価
格
が
上
が
っ
て
い

る
。
こ
の
際
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

県
内
各
地
で
の
利
用
実
績
も
あ

り
、
間
伐
材
の
有
効
利
用
に
も

な
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
も
な

る
。

　
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
ペ

レ
ッ
ト
を
燃
や
し
た
後
の
灰
の
処

理
、
ペ
レ
ッ
ト
の
品
質
に
差
が
あ

る
等
課
題
も
少
な
く
な
い
。
費
用

に
つ
い
て
は
電
気
代
が
増
え
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
運
転
維
持
管
理
に
か

か
わ
る
費
用
削
減
は
予
測
が
難
し

い
。
た
だ
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
削
減

さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
庁
舎
の
重
油
用
ボ
イ

ラ
ー
は
前
年
度
に
更
新
し
た
ば
か

り
な
の
で
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

　
当
町
は
果
物
に
つ
い
て
は
、
リ

ン
ゴ
や
イ
チ
ゴ
を
除
き
低
調
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
果
物
の
大
生
産

地
で
あ
る
福
島
の
農
家
へ
五
戸
で

果
物
を
作
り
ま
せ
ん
か
と
呼
び
か

け
て
は
ど
う
か
。
既
に
指
導
員
の

形
で
受
け
入
れ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
五
戸
町
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
地
域
に
よ
り
気
象
条
件
、
地
形
、

土
壌
の
種
類
、
生
物
等
の
自
然
立

地
条
件
も
大
き
く
異
な
り
、
そ
れ

に
伴
っ
て
土
地
利
用
方
式
、
農
業

形
態
と
も
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
お
り
、
福
島
の
技
術

が
五
戸
町
に
適
さ
な
い
点
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
現
在
の
態
勢

を
よ
り
多
く
の
関
係
者
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
研
修
会
に
出
席

し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
町
と
し
ま
し
て
も

今
ま
で
以
上
に
周
知
を
徹
底
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

①
東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
生
か
し
、
町
の
防
災
計
画
は
。

②
病
院
の
自
家
発
電
装
置
は
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
動
は
。

①
国
、
県
で
見
直
し
を
進
め
て
い

る
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
見
直
し
予
定
。

　②
本
年
度
、
無
停
電
電
源
装
置
の

工
事
予
定
が
あ
る
。

　③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
は
、
今

の
時
点
で
五
戸
町
に
は
な
い
。

自
治
会
単
位
等
で
の
自
主
防
災

組
織
が
一
番
の
訓
練
に
な
る
と

思
う
。

　
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
で
は
、

こ
の
10
月
１
日
か
ら
２
年
間
「
路

線
バ
ス
上
限
運
賃
化
実
証
実
験
」

に
伴
い
、
八
戸
市
な
ど
か
ら
五
戸

町
に
来
る
バ
ス
の
利
用
客
が
増
え

る
よ
う
に
す
れ
ば
バ
ス
会
社
へ
の

補
助
金
も
減
り
、
町
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
が
、
バ

ス
の
利
用
客
が
増
え
る
よ
う
な
町

活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
考
え
て

い
る
か
。

　　
今
回
の
よ
う
な
広
域
市
町
村
で

一
斉
に
実
施
す
る
の
は
、
全
国
で

も
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
路
線
バ
ス
と
ス
ク

ー
ル
バ
ス
、
患
者
輸
送
バ
ス
を
別

建
て
て
運
行
さ
せ
て
い
る
も
の

を
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
利
用

し
や
す
い
バ
ス
交
通
に
一
元
化
す

る
た
め
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
、
バ
ス
会
社
が
主
体
で
あ
る
路

線
バ
ス
と
し
て
の
運
行
で
は
な
く
、

町
が
運
営
主
体
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
目
指
し
、
現

在
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
生
化

で
、
ひ
ば
り
野
公
園
の
利
用
客
の

増
加
、
合
宿
や
試
合
等
で
の
宿
泊

客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
現
在

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
宿
泊

施
設
だ
け
で
、
宿
泊
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
事
が
出
来
る
か
。

 

　
１
回
の
大
会
、
あ
る
い
は
合
宿

等
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
宿
泊
客
が
あ

る
か
は
、
運
営
し
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。
ス
ポ

ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き

な
い
宿
泊
客
が
出
た
場
合
に
は
、

民
間
の
宿
泊
施
設
を
紹
介
す
る
な

ど
の
対
応
と
な
る
。
そ
の
こ
と
が

地
域
経
済
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と

期
待
し
て
い
る
。

  　
ひ
ば
り
野
公
園
に
は
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
、
県
内
全
域
や
県

外
か
ら
も
選
手
や
そ
の
家
族
が
五

戸
町
に
来
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

大
会
に
こ
そ
出
店
募
集
を
行
っ

て
、
五
戸
町
の
物
産
等
を
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
民
運

動
会
以
外
の
大
会
で
出
店
を
促
す

事
が
出
来
な
い
の
か
。

　　
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
出
店

す
る
こ
と
は
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ

や
経
済
効
果
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
思
う
。
町
民
運
動
会
と
い
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、

文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
主
催
者
の

要
望
に
よ
り
出
店
者
を
促
す
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
り
一
人
で
も
多
く
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
「
五
戸
ち
ゃ
ん
ね

る
」
を
見
る
機
会
が
増
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
町
行
政
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
く
意
味
に
お
い
て
も

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　
八
戸
市
、
三
戸
町
、
五
戸
町
、田

子
町
、
南
部
町
、
階
上
町
、
新
郷

村
、
お
い
ら
せ
町
で
構
成
。

　
地
域
の
誇
り
を
培
い
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た

め
に
は
、
八
戸
市
と
周
辺
市
町
村

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
魅
力
を

一
層
磨
く
と
と
も
に
、
互
い
に
有

す
る
機
能
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、

広
域
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
医
師
派
遣
事
業
、

ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
事
業
、
周

産
期
医
療
整
備
事
業
、
子
育
て
支

援
事
業
、
そ
の
他
産
業
振
興
、
教

育
、
環
境
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の

基
盤
整
備
、
移
住
促
進
事
業
等
が

あ
る
。

鳥谷部　富　子  議員

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

髙　山　浩　司  議員

質

　問

主な公共施設の削減状況
（対前年度比）

６月

７月

８月

32.8％減

31.9％減

40.4％減

18.0％減

25.5％減

0.5％増

9.5％減

図書館 公民館 役　場

17.2％減

19.2％減

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

 

導
入
の
考
え
は

今
後
の
果
樹
振
興
策
は

防
災
計
画
の
見
直
し
は

ス
ポ
ー
ツ
交
流

　

 

セ
ン
タ
ー
利
用

　
　
　

 

増
加
対
策
は

五
戸
町
物
産
品
の

　
　

  

ア
ピ
ー
ル
方
法

バ
ス
利
用
客
の

　
　
　

 

増
加
対
策
は

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

前
田
総
合
病
院
事
務
局
長
答
弁

小
渡
総
務
課
長
答
弁



⑨ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑧

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
構
想
と
は
？

町民運動会の出店（ひばり野公園陸上競技場）

田子町

新郷村

三戸町
南部町

五戸町 八戸市

おいらせ町

階上町

旧五戸町役場をモチーフにしたひばり野スポーツ交流センター

　
庁
舎
を
含
め
た
各
公
共
施
設
内

の
執
務
エ
リ
ア
の
照
明
を
半
分
程

度
に
、
使
用
し
て
い
な
い
エ
リ
ア

の
消
灯
、
昼
休
み
時
間
の
完
全
消

灯
な
ど
の
徹
底
を
図
り
、
節
電
対

策
に
努
め
た
。

　　
役
場
の
暖
房
は
重
油
ボ
イ
ラ
ー

を
使
用
し
て
い
る
が
、
原
発
停
止

に
よ
る
火
力
発
電
需
要
の
増
加

で
、
重
油
の
価
格
が
上
が
っ
て
い

る
。
こ
の
際
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ

イ
ラ
ー
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

県
内
各
地
で
の
利
用
実
績
も
あ

り
、
間
伐
材
の
有
効
利
用
に
も

な
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
も
な

る
。

　
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
ペ

レ
ッ
ト
を
燃
や
し
た
後
の
灰
の
処

理
、
ペ
レ
ッ
ト
の
品
質
に
差
が
あ

る
等
課
題
も
少
な
く
な
い
。
費
用

に
つ
い
て
は
電
気
代
が
増
え
た
ケ

ー
ス
も
あ
り
運
転
維
持
管
理
に
か

か
わ
る
費
用
削
減
は
予
測
が
難
し

い
。
た
だ
、Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
削
減

さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
庁
舎
の
重
油
用
ボ
イ

ラ
ー
は
前
年
度
に
更
新
し
た
ば
か

り
な
の
で
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。

　
当
町
は
果
物
に
つ
い
て
は
、
リ

ン
ゴ
や
イ
チ
ゴ
を
除
き
低
調
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
果
物
の
大
生
産

地
で
あ
る
福
島
の
農
家
へ
五
戸
で

果
物
を
作
り
ま
せ
ん
か
と
呼
び
か

け
て
は
ど
う
か
。
既
に
指
導
員
の

形
で
受
け
入
れ
て
い
る
自
治
体
も

あ
り
五
戸
町
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
地
域
に
よ
り
気
象
条
件
、
地
形
、

土
壌
の
種
類
、
生
物
等
の
自
然
立

地
条
件
も
大
き
く
異
な
り
、
そ
れ

に
伴
っ
て
土
地
利
用
方
式
、
農
業

形
態
と
も
地
域
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
て
お
り
、
福
島
の
技
術

が
五
戸
町
に
適
さ
な
い
点
も
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
現
在
の
態
勢

を
よ
り
多
く
の
関
係
者
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
研
修
会
に
出
席

し
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
、
町
と
し
ま
し
て
も

今
ま
で
以
上
に
周
知
を
徹
底
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

①
東
日
本
大
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
生
か
し
、
町
の
防
災
計
画
は
。

②
病
院
の
自
家
発
電
装
置
は
。

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
動
は
。

①
国
、
県
で
見
直
し
を
進
め
て
い

る
防
災
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
今
後
見
直
し
予
定
。

　②
本
年
度
、
無
停
電
電
源
装
置
の

工
事
予
定
が
あ
る
。

　③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
は
、
今

の
時
点
で
五
戸
町
に
は
な
い
。

自
治
会
単
位
等
で
の
自
主
防
災

組
織
が
一
番
の
訓
練
に
な
る
と

思
う
。

　
八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
で
は
、

こ
の
10
月
１
日
か
ら
２
年
間
「
路

線
バ
ス
上
限
運
賃
化
実
証
実
験
」

に
伴
い
、
八
戸
市
な
ど
か
ら
五
戸

町
に
来
る
バ
ス
の
利
用
客
が
増
え

る
よ
う
に
す
れ
ば
バ
ス
会
社
へ
の

補
助
金
も
減
り
、
町
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る
が
、
バ

ス
の
利
用
客
が
増
え
る
よ
う
な
町

活
性
化
の
た
め
の
施
策
を
考
え
て

い
る
か
。

　　
今
回
の
よ
う
な
広
域
市
町
村
で

一
斉
に
実
施
す
る
の
は
、
全
国
で

も
非
常
に
ま
れ
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
路
線
バ
ス
と
ス
ク

ー
ル
バ
ス
、
患
者
輸
送
バ
ス
を
別

建
て
て
運
行
さ
せ
て
い
る
も
の

を
、
さ
ら
に
わ
か
り
や
す
く
利
用

し
や
す
い
バ
ス
交
通
に
一
元
化
す

る
た
め
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
、
バ
ス
会
社
が
主
体
で
あ
る
路

線
バ
ス
と
し
て
の
運
行
で
は
な
く
、

町
が
運
営
主
体
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
目
指
し
、
現

在
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
る
。

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
人
工
芝
生
化

で
、
ひ
ば
り
野
公
園
の
利
用
客
の

増
加
、
合
宿
や
試
合
等
で
の
宿
泊

客
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
現
在

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
宿
泊

施
設
だ
け
で
、
宿
泊
客
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
事
が
出
来
る
か
。

 

　
１
回
の
大
会
、
あ
る
い
は
合
宿

等
で
ど
れ
ぐ
ら
い
の
宿
泊
客
が
あ

る
か
は
、
運
営
し
て
み
な
け
れ
ば

わ
か
ら
な
い
部
分
で
あ
る
。
ス
ポ

ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き

な
い
宿
泊
客
が
出
た
場
合
に
は
、

民
間
の
宿
泊
施
設
を
紹
介
す
る
な

ど
の
対
応
と
な
る
。
そ
の
こ
と
が

地
域
経
済
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と

期
待
し
て
い
る
。

  　
ひ
ば
り
野
公
園
に
は
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
、
県
内
全
域
や
県

外
か
ら
も
選
手
や
そ
の
家
族
が
五

戸
町
に
来
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

大
会
に
こ
そ
出
店
募
集
を
行
っ

て
、
五
戸
町
の
物
産
等
を
ア
ピ
ー

ル
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
町
民
運

動
会
以
外
の
大
会
で
出
店
を
促
す

事
が
出
来
な
い
の
か
。

　　
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
出
店

す
る
こ
と
は
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ

や
経
済
効
果
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
思
う
。
町
民
運
動
会
と
い
っ
た

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら
ず
、

文
化
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
主
催
者
の

要
望
に
よ
り
出
店
者
を
促
す
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
Ｐ
Ｒ
に

よ
り
一
人
で
も
多
く
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
「
五
戸
ち
ゃ
ん
ね

る
」
を
見
る
機
会
が
増
え
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
町
行
政
に
関
心
を
寄

せ
て
い
た
だ
く
意
味
に
お
い
て
も

効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　
八
戸
市
、
三
戸
町
、
五
戸
町
、田

子
町
、
南
部
町
、
階
上
町
、
新
郷

村
、
お
い
ら
せ
町
で
構
成
。

　
地
域
の
誇
り
を
培
い
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た

め
に
は
、
八
戸
市
と
周
辺
市
町
村

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
魅
力
を

一
層
磨
く
と
と
も
に
、
互
い
に
有

す
る
機
能
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、

広
域
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
医
師
派
遣
事
業
、

ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
事
業
、
周

産
期
医
療
整
備
事
業
、
子
育
て
支

援
事
業
、
そ
の
他
産
業
振
興
、
教

育
、
環
境
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の

基
盤
整
備
、
移
住
促
進
事
業
等
が

あ
る
。

鳥谷部　富　子  議員

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

髙　山　浩　司  議員

質

　問

主な公共施設の削減状況
（対前年度比）

６月

７月

８月

32.8％減

31.9％減

40.4％減

18.0％減

25.5％減

0.5％増

9.5％減

図書館 公民館 役　場

17.2％減

19.2％減

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

 

導
入
の
考
え
は

今
後
の
果
樹
振
興
策
は

防
災
計
画
の
見
直
し
は

ス
ポ
ー
ツ
交
流

　
 

セ
ン
タ
ー
利
用

　
　
　

 
増
加
対
策
は

五
戸
町
物
産
品
の

　
　

  

ア
ピ
ー
ル
方
法

バ
ス
利
用
客
の

　
　
　

 

増
加
対
策
は

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

三
浦
町
長
答
弁

前
田
総
合
病
院
事
務
局
長
答
弁

小
渡
総
務
課
長
答
弁



中川原美智子
代表監査委員

国営五戸台地土地改良事業山辺沢工区（倉石石沢）

倉石ふれあい体験の郷（ふるさとの味伝承館）

　
平
成
22
年
度
の
町
づ
く
り
に
予

算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
、
病
院

事
業
会
計
を
審
査
す
る
、
全
議
員

の
構
成
に
よ
る
「
決
算
特
別
委
員

会
」
を
設
置
、
委
員
長
に
大
沢
義

之
議
員
、
副
委
員
長
に
沢
田
良
一

議
員
を
互
選
、
９
月
13
、
14
日
の

２
日
間
審
査
し
ま
し
た
。
活
発
な

質
問
や
提
言
な
ど
町
政
を
質
し
、

14
日
の
本
会
議
に
は
す
べ
て
の
会

計
を
原
案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し

た
。

（
委
員
会
で
は
、
議
員
の
こ
と
を

「
委
員
」
と
呼
び
ま
す
。）

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計

　
予
算
の
執
行
は
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
。
22
年
度
自
主
財
源
は
全

体
比
17
・
９
％
と
前
年
度
比
２
・

３
ポ
イ
ン
ト
減
少
、
町
税
収
納
率

87
・
６
％
で
前
年
度
比
１
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
、
実
質
公
債
比
率
は

21
・
７
％（
前
年
度
23
・
５
％
）で

改
善
は
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
、

財
政
事
情
が
厳
し
い
。
一
般
、
特

別
会
計
の
収
入
未
済
額
が
多
額
で

あ
り
、
公
平
な
税
負
担
や
受
益
者

負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
徴
収
率

の
向
上
と
新
た
な
未
納
金
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
最
善
の
努
力
を
望

む
。
上
市
川
団
地
は
完
売
に
一
層

の
努
力
を
お
願
い
す
る
。

病
院
事
業
会
計

　
22
年
度
は
不
良
債
務
が
発
生
し

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
健
全

化
に
向
け
た
努
力
が
必
要
で
あ

る
。

　
病
院
患
者
数
、
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

患
者
・
受
診
者
確
保
や
増
収
に
向

け
た
取
り
組
み
、
費
用
の
削
減
な

ど
経
営
意
識
を
高
め
、
住
民
か
ら

一
層
信
頼
さ
れ
る
五
戸
総
合
病
院

と
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

　
　若
宮
委
員
　
保
育
所
入
所
児

　
保
護
者
負
担
金
の
未
収
金
が

多
額
、子
ど
も
手
当
と
の
関
連
、

不
動
産
貸
付
収
入
の
未
収
金
の

そ
の
事
情
は
。

　
　竹
原
福
祉
保
健
課
長
　
不
納

　
欠
損
（
保
育
所
入
所
児
保
護

者
負
担
金
）
は
平
成
16
年
度
２

件
分
39
万
９
０
８
０
円
、
指
定

期
限
内
に
納
付
し
な
い
場
合
は

国
税
・
地
方
税
滞
納
処
分
の
例

に
基
づ
き
欠
損
処
分
し
た
。
子

　
ど
も
手
当
受
給
時
は
納
付
す
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　倉
橋
農
林
課
長
　
不
動
産
貸

　
付
収
入
未
済
額
は
五
戸
台
地

な
ど
が
滞
納
、
そ
の
理
由
は
農

業
収
入
だ
け
で
は
生
活
費
に
回

す
だ
け
で
土
地
貸
付
料
を
納
付

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

 

　
　三
浦
專
治
郎
委
員
　
五
戸
台

　
地
土
地
改
良
事
業
費
負
担

金
・
滞
納
繰
越
分
の
収
入
未
済

額
、
不
納
欠
損
額
が
多
額
で
あ

り
、収
納
対
策
は
。奨
学
資
金
償

還
金
の
収
入
未
済
額
が
多
額
、

23
年
度
不
納
欠
損
処
分
が
で
な

い
の
か
。

　
　倉
橋
農
林
課
長
　
五
戸
台
地

　
土
地
改
良
事
業
費
負
担
金
の

不
納
欠
損
額
は
17
年
度
、
８
人

分
を
財
務
規
則
第
70
条
第
１
項

第
３
号
の
規
定
に
よ
り
、
不
納

欠
損
処
分
し
た
。
個
別
訪
問
な

ど
し
、
収
入
、
財
産
状
況
を
聴

取
し
て
督
促（
内
金
納
付
、
分

割
納
付
）し
て
い
る
。
滞
納
理

由
と
し
て
農
業
収
入
は
機
材
等

へ
の
投
資
返
済
、
生
活
費
で

精
一
杯
で
負
担
金
ま
で
は
納
付

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　小
村
教
育
課
長
　
滞
納
額
は

　
21
・
22
年
度
比
較
で
71
万
４

５
０
０
円
減
額
し
努
力
し
た
。

納
付
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
不

納
欠
損
処
分
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　川
村
委
員
　
ふ
れ
あ
い
の
体

　
験
の
郷
の
管
理
内
容
は
。
利

用
の
申
し
込
み
方
法
は
。

　
　佐
藤
企
画
振
興
課
長
　
倉
石

　
温
泉
の
管
理
業
者
に
温
泉
業

務
の
傍
ら
管
理
を
お
願
い
し
て

い
る
。
一
般
の
そ
ば
打
ち
体
験

等
は
温
泉
で
受
け
る
ほ
か
、
役

場
で
受
け
て
お
り
、
講
師
は
Ｊ

Ａ
八
戸
女
性
部
に
お
願
い
し
て

い
る
。
た
だ
、
Ｐ
Ｒ
不
足
が
あ

り
、
利
用
し
や
す
い
方
法
等
を

検
討
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
　松
坂
委
員
　
有
害
鳥
獣
捕
獲

　
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
猟
友

会
会
員
が
激
減
し
て
お
り
、
現

状
で
は
役
場
か
ら
の
駆
除
業
務

委
託
が
続
行
で
き
る
か
心
配

だ
。
町
も
配
慮
を
。

　
　三
浦
町
長
　
猟
友
会
の
会
合

　
に
参
加
し
て
実
態
は
承
知
し

て
お
り
実
態
は
理
解
で
き
る
。

24
年
度
予
算
に
は
考
慮
し
た
い
。

　
　中
川
原
委
員
　
地
震
防
災
ハ

　
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
東
日
本
大

震
災
後
に
お
い
て
見
直
す
必
要

は
な
い
か
。

　
　山
部
建
設
課
長
　
ハ
ザ
ー
ド

　
マ
ッ
プ
は
地
震
で
揺
れ
や
す

い
場
所
を
図
面
化
し
、
避
難
場

所
、
連
絡
先
、
災
害
時
で
の
注

意
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
各
戸

に
配
布
。
東
日
本
大
震
災
後
で

も
活
用
で
き
ま
す
。
７
５
０
０

部
作
成
し
て
配
布
し
て
い
る
。

　
　若
宮
委
員
　
患
者
を
増
や
す

　
た
め
、
病
院
の
努
力
は
原
則

だ
が
、
患
者
を
増
や
す
方
策
と

し
て
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
。

　
　三
浦
町
長
　
総
合
病
院
の
減

　
収
の
原
因
に
入
院
患
者
の
減

少
が
目
立
つ
。
そ
の
方
策
と
し

て
長
期
入
院
患
者
の
受
け
入
れ

を
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
、
ド
ク
タ
ー
に
意
識
を

高
め
、各
科
の
連
携
も
強
化
し
、

患
者
増
を
図
る
よ
う
お
願
い
し

た
。
結
果
、
若
干
増
え
つ
つ
あ

る
。
外
来
患
者
の
た
め
に
今
後

は
、
課
題
も
あ
る
が
、
患
者
輸

送
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
買

い
物
な
ど
包
括
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
真
剣
に
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。
そ
れ
ら
方
策

を
推
進
す
る
中
で
五
戸
総
合
病

院
は
維
持
し
、
そ
の
目
標
に
病

院
、
役
場
が
一
体
と
な
っ
て
頑

張
る
。
委
員
（
議
員
）
の
方
々

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　若
宮
委
員
　
病
院
の
顔
は
医

　
師
、
看
護
師
で
あ
り
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
今
、

小
学
区
統
合
が
動
き
出
し
、
新

し
い
町
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き

る
意
識
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
検
討
も
お
願
い
し
た
い
。

　
　尾
形
委
員
　
22
年
度
他
会
計

　
か
ら
の
繰
入
金
は
い
く
ら
か
。

　
　前
田
事
務
局
長
　
平
成
22
年

　
度
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
と
し
て
病
院
分
が
７
億
４
１

０
９
万
１
千
円
、
健
診
セ
ン
タ

ー
が
９
８
６
１
万
８
千
円
、
ト

ー
タ
ル
で
８
億
３
９
７
０
万
９

千
円
。

　
　尾
形
委
員
　
繰
入
金
８
億
３

　
千
万
円
で
、
赤
字
分
が
１
億

３
千
万
円
、
普
通
の
会
計
で
い

う
と
９
億
６
千
万
円
が
赤
字
。

26
年
度
合
併
特
例
が
な
く
な

り
、
五
戸
町
は
（
23
年
度
現
在

当
初
予
算
88
億
円
）
70
億
円
く

ら
い
の
予
算
に
戻
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
10
億
円
と
い

う
と
予
算
の
15
％
、
15
％
丸
々

病
院
に
は
つ
か
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
今
か
ら
詰
め
て
い
く

こ
と
は
大
切
。
私
の
提
言
は
、

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
・
医
師
派
遣
事
業
で
内
科
医

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
看
護

師
の
派
遣
事
業
も
考
え
、
八
戸

市
民
病
院
中
心
の
八
戸
圏
域
定

住
自
立
圏
の
中
で
五
戸
総
合
病

院
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
不
納
欠
損
（
ふ
の
う
け
っ
そ

ん
）
と
は
、
納
付
金
を
徴
収
す

る
と
き
は
、
誰
が
、
い
く
ら
、

ど
の
よ
う
な
性
格
の
お
金
を

収
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
確

認
し
た
上
で
徴
収
額
を
決
定

し
ま
す
。
こ
の
徴
収
を
決
定

す
る
こ
と
を
「
調
定（
ち
ょ
う

て
い
）」
と
言
い
ま
す
。

　
調
定
を
行
っ
た
も
の
の
何

ら
か
の
理
由
で
徴
収
が
で
き

ず
、
今
後
も
徴
収
の
見
込
み

が
立
た
な
い
た
め
、
徴
収
を

諦
め
る
こ
と
を
「
不
納
欠
損

処
分
」
と
言
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
債
務
者
が
死
亡

し
相
続
人
も
い
な
い
場
合
や

時
効
が
成
立
し
た
と
き
な
ど

に
不
納
欠
損
処
分
が
行
わ
れ

ま
す
。

平
成
22
年
度
決
算
審
査

監
査
委
員
意
見
書

質
疑

主
な

質
疑

主
な

質
疑

主
な

質
疑

主
な

不
納
欠
損
が

今
後
も
で
る
の
か

未
収
金
収
納
対
策
の

状
況
は

体
験
の
郷
申
し
込
み

方
法
は

有
害
駆
除
に
予
算
的

配
慮
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
は
必
要
な
い
か

患
者
送
迎
バ
ス
運
行
の

考
え
は

定
住
自
立
圏
で

総
合
病
院
の
あ
り
方
を

問答問答

問 問答

問

問答問答

問答

問答 答

答

⑪ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑩



中川原美智子
代表監査委員

国営五戸台地土地改良事業山辺沢工区（倉石石沢）

倉石ふれあい体験の郷（ふるさとの味伝承館）

　
平
成
22
年
度
の
町
づ
く
り
に
予

算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
、

一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
、
病
院

事
業
会
計
を
審
査
す
る
、
全
議
員

の
構
成
に
よ
る
「
決
算
特
別
委
員

会
」
を
設
置
、
委
員
長
に
大
沢
義

之
議
員
、
副
委
員
長
に
沢
田
良
一

議
員
を
互
選
、
９
月
13
、
14
日
の

２
日
間
審
査
し
ま
し
た
。
活
発
な

質
問
や
提
言
な
ど
町
政
を
質
し
、

14
日
の
本
会
議
に
は
す
べ
て
の
会

計
を
原
案
の
と
お
り
承
認
し
ま
し

た
。

（
委
員
会
で
は
、
議
員
の
こ
と
を

「
委
員
」
と
呼
び
ま
す
。）

一
般
会
計
・
各
特
別
会
計

　
予
算
の
執
行
は
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
。
22
年
度
自
主
財
源
は
全

体
比
17
・
９
％
と
前
年
度
比
２
・

３
ポ
イ
ン
ト
減
少
、
町
税
収
納
率

87
・
６
％
で
前
年
度
比
１
・
１
ポ

イ
ン
ト
減
少
、
実
質
公
債
比
率
は

21
・
７
％（
前
年
度
23
・
５
％
）で

改
善
は
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然
、

財
政
事
情
が
厳
し
い
。
一
般
、
特

別
会
計
の
収
入
未
済
額
が
多
額
で

あ
り
、
公
平
な
税
負
担
や
受
益
者

負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
徴
収
率

の
向
上
と
新
た
な
未
納
金
を
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
最
善
の
努
力
を
望

む
。
上
市
川
団
地
は
完
売
に
一
層

の
努
力
を
お
願
い
す
る
。

病
院
事
業
会
計

　
22
年
度
は
不
良
債
務
が
発
生
し

な
い
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
健
全

化
に
向
け
た
努
力
が
必
要
で
あ

る
。

　
病
院
患
者
数
、
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、

患
者
・
受
診
者
確
保
や
増
収
に
向

け
た
取
り
組
み
、
費
用
の
削
減
な

ど
経
営
意
識
を
高
め
、
住
民
か
ら

一
層
信
頼
さ
れ
る
五
戸
総
合
病
院

と
な
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

　
　若
宮
委
員
　
保
育
所
入
所
児

　
保
護
者
負
担
金
の
未
収
金
が

多
額
、子
ど
も
手
当
と
の
関
連
、

不
動
産
貸
付
収
入
の
未
収
金
の

そ
の
事
情
は
。

　
　竹
原
福
祉
保
健
課
長
　
不
納

　
欠
損
（
保
育
所
入
所
児
保
護

者
負
担
金
）
は
平
成
16
年
度
２

件
分
39
万
９
０
８
０
円
、
指
定

期
限
内
に
納
付
し
な
い
場
合
は

国
税
・
地
方
税
滞
納
処
分
の
例

に
基
づ
き
欠
損
処
分
し
た
。
子

　
ど
も
手
当
受
給
時
は
納
付
す
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　倉
橋
農
林
課
長
　
不
動
産
貸

　
付
収
入
未
済
額
は
五
戸
台
地

な
ど
が
滞
納
、
そ
の
理
由
は
農

業
収
入
だ
け
で
は
生
活
費
に
回

す
だ
け
で
土
地
貸
付
料
を
納
付

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

 

　
　三
浦
專
治
郎
委
員
　
五
戸
台

　
地
土
地
改
良
事
業
費
負
担

金
・
滞
納
繰
越
分
の
収
入
未
済

額
、
不
納
欠
損
額
が
多
額
で
あ

り
、収
納
対
策
は
。奨
学
資
金
償

還
金
の
収
入
未
済
額
が
多
額
、

23
年
度
不
納
欠
損
処
分
が
で
な

い
の
か
。

　
　倉
橋
農
林
課
長
　
五
戸
台
地

　
土
地
改
良
事
業
費
負
担
金
の

不
納
欠
損
額
は
17
年
度
、
８
人

分
を
財
務
規
則
第
70
条
第
１
項

第
３
号
の
規
定
に
よ
り
、
不
納

欠
損
処
分
し
た
。
個
別
訪
問
な

ど
し
、
収
入
、
財
産
状
況
を
聴

取
し
て
督
促（
内
金
納
付
、
分

割
納
付
）し
て
い
る
。
滞
納
理

由
と
し
て
農
業
収
入
は
機
材
等

へ
の
投
資
返
済
、
生
活
費
で

精
一
杯
で
負
担
金
ま
で
は
納
付

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　小
村
教
育
課
長
　
滞
納
額
は

　
21
・
22
年
度
比
較
で
71
万
４

５
０
０
円
減
額
し
努
力
し
た
。

納
付
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
不

納
欠
損
処
分
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　川
村
委
員
　
ふ
れ
あ
い
の
体

　
験
の
郷
の
管
理
内
容
は
。
利

用
の
申
し
込
み
方
法
は
。

　
　佐
藤
企
画
振
興
課
長
　
倉
石

　
温
泉
の
管
理
業
者
に
温
泉
業

務
の
傍
ら
管
理
を
お
願
い
し
て

い
る
。
一
般
の
そ
ば
打
ち
体
験

等
は
温
泉
で
受
け
る
ほ
か
、
役

場
で
受
け
て
お
り
、
講
師
は
Ｊ

Ａ
八
戸
女
性
部
に
お
願
い
し
て

い
る
。
た
だ
、
Ｐ
Ｒ
不
足
が
あ

り
、
利
用
し
や
す
い
方
法
等
を

検
討
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　
　松
坂
委
員
　
有
害
鳥
獣
捕
獲

　
業
務
委
託
に
つ
い
て
、
猟
友

会
会
員
が
激
減
し
て
お
り
、
現

状
で
は
役
場
か
ら
の
駆
除
業
務

委
託
が
続
行
で
き
る
か
心
配

だ
。
町
も
配
慮
を
。

　
　三
浦
町
長
　
猟
友
会
の
会
合

　
に
参
加
し
て
実
態
は
承
知
し

て
お
り
実
態
は
理
解
で
き
る
。

24
年
度
予
算
に
は
考
慮
し
た
い
。

　
　中
川
原
委
員
　
地
震
防
災
ハ

　
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
東
日
本
大

震
災
後
に
お
い
て
見
直
す
必
要

は
な
い
か
。

　
　山
部
建
設
課
長
　
ハ
ザ
ー
ド

　
マ
ッ
プ
は
地
震
で
揺
れ
や
す

い
場
所
を
図
面
化
し
、
避
難
場

所
、
連
絡
先
、
災
害
時
で
の
注

意
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
各
戸

に
配
布
。
東
日
本
大
震
災
後
で

も
活
用
で
き
ま
す
。
７
５
０
０

部
作
成
し
て
配
布
し
て
い
る
。

　
　若
宮
委
員
　
患
者
を
増
や
す

　
た
め
、
病
院
の
努
力
は
原
則

だ
が
、
患
者
を
増
や
す
方
策
と

し
て
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
。

　
　三
浦
町
長
　
総
合
病
院
の
減

　
収
の
原
因
に
入
院
患
者
の
減

少
が
目
立
つ
。
そ
の
方
策
と
し

て
長
期
入
院
患
者
の
受
け
入
れ

を
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
し
、
ド
ク
タ
ー
に
意
識
を

高
め
、各
科
の
連
携
も
強
化
し
、

患
者
増
を
図
る
よ
う
お
願
い
し

た
。
結
果
、
若
干
増
え
つ
つ
あ

る
。
外
来
患
者
の
た
め
に
今
後

は
、
課
題
も
あ
る
が
、
患
者
輸

送
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
、
買

い
物
な
ど
包
括
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
真
剣
に
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。
そ
れ
ら
方
策

を
推
進
す
る
中
で
五
戸
総
合
病

院
は
維
持
し
、
そ
の
目
標
に
病

院
、
役
場
が
一
体
と
な
っ
て
頑

張
る
。
委
員
（
議
員
）
の
方
々

の
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　若
宮
委
員
　
病
院
の
顔
は
医

　
師
、
看
護
師
で
あ
り
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
今
、

小
学
区
統
合
が
動
き
出
し
、
新

し
い
町
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で
き

る
意
識
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
検
討
も
お
願
い
し
た
い
。

　
　尾
形
委
員
　
22
年
度
他
会
計

　
か
ら
の
繰
入
金
は
い
く
ら
か
。

　
　前
田
事
務
局
長
　
平
成
22
年

　
度
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
と
し
て
病
院
分
が
７
億
４
１

０
９
万
１
千
円
、
健
診
セ
ン
タ

ー
が
９
８
６
１
万
８
千
円
、
ト

ー
タ
ル
で
８
億
３
９
７
０
万
９

千
円
。

　
　尾
形
委
員
　
繰
入
金
８
億
３

　
千
万
円
で
、
赤
字
分
が
１
億

３
千
万
円
、
普
通
の
会
計
で
い

う
と
９
億
６
千
万
円
が
赤
字
。

26
年
度
合
併
特
例
が
な
く
な

り
、
五
戸
町
は
（
23
年
度
現
在

当
初
予
算
88
億
円
）
70
億
円
く

ら
い
の
予
算
に
戻
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
中
で
10
億
円
と
い

う
と
予
算
の
15
％
、
15
％
丸
々

病
院
に
は
つ
か
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
今
か
ら
詰
め
て
い
く

こ
と
は
大
切
。
私
の
提
言
は
、

八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
・
医
師
派
遣
事
業
で
内
科
医

が
派
遣
さ
れ
て
い
る
が
、
看
護

師
の
派
遣
事
業
も
考
え
、
八
戸

市
民
病
院
中
心
の
八
戸
圏
域
定

住
自
立
圏
の
中
で
五
戸
総
合
病

院
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
不
納
欠
損
（
ふ
の
う
け
っ
そ

ん
）
と
は
、
納
付
金
を
徴
収
す

る
と
き
は
、
誰
が
、
い
く
ら
、

ど
の
よ
う
な
性
格
の
お
金
を

収
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
確

認
し
た
上
で
徴
収
額
を
決
定

し
ま
す
。
こ
の
徴
収
を
決
定

す
る
こ
と
を
「
調
定（
ち
ょ
う

て
い
）」
と
言
い
ま
す
。

　
調
定
を
行
っ
た
も
の
の
何

ら
か
の
理
由
で
徴
収
が
で
き

ず
、
今
後
も
徴
収
の
見
込
み

が
立
た
な
い
た
め
、
徴
収
を

諦
め
る
こ
と
を
「
不
納
欠
損

処
分
」
と
言
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
債
務
者
が
死
亡

し
相
続
人
も
い
な
い
場
合
や

時
効
が
成
立
し
た
と
き
な
ど

に
不
納
欠
損
処
分
が
行
わ
れ

ま
す
。

平
成
22
年
度
決
算
審
査

監
査
委
員
意
見
書

質
疑

主
な

質
疑

主
な

質
疑

主
な

質
疑

主
な

不
納
欠
損
が

今
後
も
で
る
の
か

未
収
金
収
納
対
策
の

状
況
は

体
験
の
郷
申
し
込
み

方
法
は

有
害
駆
除
に
予
算
的

配
慮
を

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
は
必
要
な
い
か

患
者
送
迎
バ
ス
運
行
の

考
え
は

定
住
自
立
圏
で

総
合
病
院
の
あ
り
方
を

問答問答

問 問答

問

問答問答

問答

問答 答

答

⑪ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑩



⑬ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑫

町の財政状況（22年度決算）
　平成22年度の一般会計の決算は、歳入104億4187万円、歳出102億2147万円で、差引２億2040万円の剰余
金が生じました。この額から翌年度へ繰越すべき5215万円を差し引いた実質収支額は１億6825万円の黒字
となりました。

町の財政状況（22年度決算）

子育てに最適な環境「上市川団地宅地分譲」

町債（借入金）の状況 平成22年度末現在

基金（積立金）の状況 平成22年度末現在

町税等の未収金の状況 平成22年度末現在

一般会計

下水道事業特別会計

農業集落排水処理施設事業特別会計

簡易水道事業特別会計

五戸町病院事業会計

合　　計

町民１人当たり

103億6819万円

28億4373万円

10億9651万円

3億4242万円

44億8384万円

財政調整基金

区　　分
22年度 21年度 20年度 19年度 18年度

未 収 金 額 22・21年度比較

増減額 増減率％

1億7532万円 1億6918万円 1億5662万円 1億4076万円 1億2791万円 614万円 3.63％

保育料・児童
クラブ負担金

町 税

218万円 285万円 400万円 532万円 664万円 △ 67万円 △ 23.51％

五戸台地負担金 1800万円 1751万円 1919万円 1245万円 953万円 49万円 2.80％

給 食 費 167万円 159万円 122万円 104万円 75万円 8万円 5.03％

土 地 貸 付 料 294万円 100万円 86万円 56万円 56万円 194万円 194.00％

奨学資金償還金 1138万円 1210万円 1456万円 1230万円 1004万円 △ 72万円 △ 5.95％

後期高齢者医療
保 険 料 147万円 66万円 30万円 － － 81万円 122.73％

国 保 税 2億9305万円 2億9208万円 2億7495万円 2億5901万円 2億4968万円 97万円 0.33％

介 護 保 険 料 425万円 413万円 389万円 455万円 418万円 12万円 2.91％

下水道受益者
負担金使用料 676万円 599万円 528万円 474万円 392万円 77万円 12.85％

農業集落排水
負担金使用料 222万円 192万円 177万円 174万円 164万円 30万円 15.63％

簡易水道使用料 358万円 253万円 184万円 166万円 125万円 105万円 41.50％

合　　計 5億2282万円 5億1154万円 4億8448万円 4億4413万円 4億1610万円 1128万円 2.20％

減債基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

人材育成基金

江渡恭助人材育成基金

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

6億4599万円

2億2879万円

41万円

901万円

90万円

604万円

144万円

4億193万円

56万円

182万円

肉用牛特別導入事業基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

肉用牛一貫経営支援基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

介護従事者処遇改善臨時特例交付金

下水道整備基金

地域振興基金

540万円

591万円

1005万円

1425万円

452万円

1億1793万円

414万円

2529万円

7億3995万円

合　　計 22億2441万円

町民１人当たり 11万円

191億3469万円

101万円

①【地方交付税】町を運営していく
うえでの財源不足を補うために、
国から交付されたもの

②【国・県支出金】福祉、農業や教
育などいろいろな分野の町の事業
ごとに国や県から支出されたもの

③【町税】町民が納めた町民税、固
定資産税、軽自動車税やたばこ税
などの税収入

④【町債】町が事業を行うために、
借り入れたお金

⑤【地方消費税交付金】町の人口と
従業員数により算定され、県から
交付されたもの

⑥【分担金・負担金】保育所保護者
負担金、給食費保護者負担金や農
業関係事業負担金などの収入

⑦【使用料・手数料】公共施設使用
料、町営住宅使用料、各種証明手
数料など

⑧【繰越金】前年度会計から繰り越
されたもの

⑨【繰入金】町の基金（貯金）を取
り崩したお金

①【総務費】交通安全、財産管理、
選挙、情報対策、まちづくりなど
活性化対策、徴税、統計などため
の経費

②【民生費】障がい者福祉、高齢者
福祉などの事業費、保育所など
運営のための経費

③【公債費】町債（借金）の償還金
④【衛生費】インフルエンザ、各種
予防接種、妊婦健診、ごみの収集
などのための経費

⑤【教育費】町内幼稚園、小中学校、
公民館、図書館、ひばり野公園な
どの教育関係施設運営のための経
費

⑥【土木費】町道、町営住宅などの
維持管理のための経費

⑦【農林水産業費】米、畑作、畜産、
果樹、林業など農林業の振興のた
めの経費

⑧【消防費】消防署負担金、非常消
防団運営のための経費

⑨【議会費】町議会運営のための経
費

⑩【商工費】商工振興のための経費

一般会計歳出　102億2147万円

一般会計歳入　104億4187万円

歳入

歳出

地方交付税
48億4323万円
46.4％

国・県支出金
24億8078万円
23.8％

町税
13億7304万円
13.2％

町債
8億8140万円
8.4％

その他
3億7537万円
3.6％

地方消費税交付金
1億6793万円
1.6％

分担金・負担金
1億6650万円
1.6％

使用料・手数料
6230万円
0.6％

繰越金
5490万円
0.5％

繰入金
3642万円
0.3％

総務費
29億2200万円
28.6％

民生費
20億8505万円
20.4％

衛生費
12億943万円
11.8％

公債費
15億2310万円
14.9％

教育費
8億4623万円
8.3％

土木費
5億9498万円
5.8％

農林水産業費
5億1549万円
5.1％

消防費
3億4139万円
3.3％

議会費
1億789万円
1.1％

商工費
7441万円
0.7％

その他
150万円
0.0％



⑬ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑫

町の財政状況（22年度決算）
　平成22年度の一般会計の決算は、歳入104億4187万円、歳出102億2147万円で、差引２億2040万円の剰余
金が生じました。この額から翌年度へ繰越すべき5215万円を差し引いた実質収支額は１億6825万円の黒字
となりました。

町の財政状況（22年度決算）

子育てに最適な環境「上市川団地宅地分譲」

町債（借入金）の状況 平成22年度末現在

基金（積立金）の状況 平成22年度末現在

町税等の未収金の状況 平成22年度末現在

一般会計

下水道事業特別会計

農業集落排水処理施設事業特別会計

簡易水道事業特別会計

五戸町病院事業会計

合　　計

町民１人当たり

103億6819万円

28億4373万円

10億9651万円

3億4242万円

44億8384万円

財政調整基金

区　　分
22年度 21年度 20年度 19年度 18年度

未 収 金 額 22・21年度比較

増減額 増減率％

1億7532万円 1億6918万円 1億5662万円 1億4076万円 1億2791万円 614万円 3.63％

保育料・児童
クラブ負担金

町 税

218万円 285万円 400万円 532万円 664万円 △ 67万円 △ 23.51％

五戸台地負担金 1800万円 1751万円 1919万円 1245万円 953万円 49万円 2.80％

給 食 費 167万円 159万円 122万円 104万円 75万円 8万円 5.03％

土 地 貸 付 料 294万円 100万円 86万円 56万円 56万円 194万円 194.00％

奨学資金償還金 1138万円 1210万円 1456万円 1230万円 1004万円 △ 72万円 △ 5.95％

後期高齢者医療
保 険 料 147万円 66万円 30万円 － － 81万円 122.73％

国 保 税 2億9305万円 2億9208万円 2億7495万円 2億5901万円 2億4968万円 97万円 0.33％

介 護 保 険 料 425万円 413万円 389万円 455万円 418万円 12万円 2.91％

下水道受益者
負担金使用料 676万円 599万円 528万円 474万円 392万円 77万円 12.85％

農業集落排水
負担金使用料 222万円 192万円 177万円 174万円 164万円 30万円 15.63％

簡易水道使用料 358万円 253万円 184万円 166万円 125万円 105万円 41.50％

合　　計 5億2282万円 5億1154万円 4億8448万円 4億4413万円 4億1610万円 1128万円 2.20％

減債基金

公共施設等整備基金

まちづくり特別事業基金

地域福祉基金

人材育成基金

江渡恭助人材育成基金

土地開発基金

泉山教育振興基金

木村秀政教育振興基金

6億4599万円

2億2879万円

41万円

901万円

90万円

604万円

144万円

4億193万円

56万円

182万円

肉用牛特別導入事業基金

高齢者等肉用牛特別導入事業基金

肉用牛一貫経営支援基金

国民健康保険特別会計財政調整基金

国民健康保険高額療養費貸付基金

介護給付費準備基金

介護従事者処遇改善臨時特例交付金

下水道整備基金

地域振興基金

540万円

591万円

1005万円

1425万円

452万円

1億1793万円

414万円

2529万円

7億3995万円

合　　計 22億2441万円

町民１人当たり 11万円

191億3469万円

101万円

①【地方交付税】町を運営していく
うえでの財源不足を補うために、
国から交付されたもの

②【国・県支出金】福祉、農業や教
育などいろいろな分野の町の事業
ごとに国や県から支出されたもの

③【町税】町民が納めた町民税、固
定資産税、軽自動車税やたばこ税
などの税収入

④【町債】町が事業を行うために、
借り入れたお金

⑤【地方消費税交付金】町の人口と
従業員数により算定され、県から
交付されたもの

⑥【分担金・負担金】保育所保護者
負担金、給食費保護者負担金や農
業関係事業負担金などの収入

⑦【使用料・手数料】公共施設使用
料、町営住宅使用料、各種証明手
数料など

⑧【繰越金】前年度会計から繰り越
されたもの

⑨【繰入金】町の基金（貯金）を取
り崩したお金

①【総務費】交通安全、財産管理、
選挙、情報対策、まちづくりなど
活性化対策、徴税、統計などため
の経費

②【民生費】障がい者福祉、高齢者
福祉などの事業費、保育所など
運営のための経費

③【公債費】町債（借金）の償還金
④【衛生費】インフルエンザ、各種
予防接種、妊婦健診、ごみの収集
などのための経費

⑤【教育費】町内幼稚園、小中学校、
公民館、図書館、ひばり野公園な
どの教育関係施設運営のための経
費

⑥【土木費】町道、町営住宅などの
維持管理のための経費

⑦【農林水産業費】米、畑作、畜産、
果樹、林業など農林業の振興のた
めの経費

⑧【消防費】消防署負担金、非常消
防団運営のための経費

⑨【議会費】町議会運営のための経
費

⑩【商工費】商工振興のための経費

一般会計歳出　102億2147万円

一般会計歳入　104億4187万円

歳入

歳出

地方交付税
48億4323万円
46.4％

国・県支出金
24億8078万円
23.8％

町税
13億7304万円
13.2％

町債
8億8140万円
8.4％

その他
3億7537万円
3.6％

地方消費税交付金
1億6793万円
1.6％

分担金・負担金
1億6650万円
1.6％

使用料・手数料
6230万円
0.6％

繰越金
5490万円
0.5％

繰入金
3642万円
0.3％

総務費
29億2200万円
28.6％

民生費
20億8505万円
20.4％

衛生費
12億943万円
11.8％

公債費
15億2310万円
14.9％

教育費
8億4623万円
8.3％

土木費
5億9498万円
5.8％

農林水産業費
5億1549万円
5.1％

消防費
3億4139万円
3.3％

議会費
1億789万円
1.1％

商工費
7441万円
0.7％

その他
150万円
0.0％



⑮ ごのへ議会だより ごのへ議会だより ⑭

道路本体が流出された林道糠利沢線（手倉橋荷軽井沢）

法面が崩壊された手倉橋水盛地区の水田

◇
議
会
広
報
研
修
会

　
９
月
28
日
青
森
市
に
て
議
会
広

報
研
修
会
が
行
わ
れ
、
当
議
会
か

ら
新
た
に
選
任
さ
れ
た
「
ご
の
へ

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
」
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
講
演
の
ほ
か
県
内
町

村
議
会
広
報
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
広
報
の
評
価

と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
わ
か
り

や
す
い
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　講
演

　「
議
会
広
報
・
改
革
の
提
言
」

　
　
　広
報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

深
沢

　徹

　氏

【
講
演
内
容
】

・
議
会
広
報
は
議
会
改
革
の
本
丸

・
広
報
は
あ
り
の
ま
ま
、
わ
か
り

や
す
く
、
住
民
の
目
線
で
。

・
編
集
は
お
役
所
文
章
か
ら
脱
皮
、

専
門
用
語
は
な
る
べ
く
日
常
語

に
。

 

◇
三
戸
郡
議
会
議
員
研
修
会

　
10
月
31
日
、
当
町
に
て
郡
内
議

会
議
員
を
対
象
に
研
修
会
が
開
催

さ
れ
、
議
員
全
員
が
参
加
し
ま
し

た
。　講

演
　「
議
会
改
革
に
つ
い
て
」

　
　デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社
記
者

　
　
　
　
　
　工
藤

　洋
平

　氏

　

【
講
演
内
容
】

・
県
内
外
に
お
け
る
議
会
改
革
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
、
進

展
す
る
地
域
主
権
に
お
け
る
地

方
議
会
の
重
要
性
や
地
方
議
員

の
役
割
と
意
識
改
革
の
必
要
性

に
一
石
投
じ
ら
れ
有
意
義
な
研

修
で
あ
り
ま
し
た
。

　
９
月
22
日
未
明
、
青
森
県
に
最

接
近
し
た
台
風
15
号
は
、
県
南
地

方
を
中
心
に
大
き
な
被
害
の
爪
跡

を
残
し
た
。
町
と
議
会
は
10
月
４

日
議
員
全
員
協
議
会
を
開
催
、
三

浦
町
長
か
ら
被
害
の
報
告
を
受
け

た
後
、
被
災
現
地
を
調
査
し
ま
し

た
。

町
長
報
告
の
概
要

　
台
風
15
号
が
直
撃
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
21
日
午
前
11
時
災
害

警
戒
対
策
本
部
を
設
置
、
自
主

的
避
難
場
所
４
箇
所
（
町
立
公

民
館
、
３
支
所
）
を
開
設
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
は
電
話
等
、

一
般
住
民
は
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
周
知
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
職
と
関
係
課
職
員
は
夜
通
し

庁
舎
待
機
、
ほ
か
の
職
員
は
自

宅
待
機
し
て
住
民
対
応
の
た
め

に
警
戒
体
制
を
敷
き
ま
し
た
。

消
防
団
各
分
団
は
町
内
を
巡
回

し
、
一
部
分
団
は
翌
朝
ま
で
警

戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
被
害
状
況
は
、
幸
い
に
し
て

人
的
被
害
や
家
屋
等
の
倒
壊
は

な
い
が
道
路
、
農
地
及
び
農
業

用
施
設
な
ど
で
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　
被
害
箇
所
は
、
臨
時
議
会
を

招
集
、必
要
な
予
算
措
置
を
し
、

応
急
復
旧
を
含
め
て
早
急
に
復

旧
し
た
い
。
ま
た
、
農
林
災
害

は
11
月
査
定
を
受
け
し
だ
い
予

算
措
置
し
速
や
か
に
復
旧
に
取

り
か
か
り
た
い
。

【
被
害
状
況
】

・
町
道
、
河
川
関
連
　
　
11
路
線

・
林
道
関
連
　
　
　
　
　
１
路
線

・
農
業
用
道
路
、
水
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
箇
所

・
農
地
（
田
、
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
・
２
８
㌶

被
害
総
額
概
算
　
５
１
６
０
万
円

　　議会の会議を傍聴したことがありますか。
（１）傍聴したことがある。　　　　　　　　　　　８人
　　　（１回：５人　５回以下：２人　１０回以下：１人）
（２）傍聴したことがない。（今回はじめて）　 　１２人

　　特別委員会（予算、決算）の一般公開はどう思いますか。
（１）一般公開は続けてほしい。　　　　　　　　１５人
（２）あまり意味がないからやめてもいい。　　　　０人
（３）はじめて傍聴したのでわからない。　　　　　４人

　　五戸町議会についてのご意見など。
◎ソク、実行！
◎一般質問の人数が議員数の３分の１以下でした。こんなに少ないものなのかと思いましたが、
その時によって質問者の数は決められているのか？　とも考えました。活発な意見交換を期待
していただけに少し物足りない内容でした。居眠りしている議員がいたのはがっかりでした。

　（議会から：人数制限はありません。）
◎早く町民に公開（五戸ちゃんねる）してほしい。録画放送よりは生放送の方が透明性があると
思います。

◎はじめて議会に足を運ぶ機会になりましたが、思った以上に充実しているように思いました。
　そんな中で、地域経済の活性化についてもっと多くの質問、具体性をもった中身が必要であろ
うと思う。特に農業従事者の高齢化、人口減少に伴う地域の活力がなくなっていることにもう
少し焦点をあてても良いのではないか。

◎余り聞き取れない。何を言っているのか解らない。特に町長の答えがわからない。
　（議会から：音響設備【マイク集音】の一部に不具合が発見されましたので補充しました。
　　　　　　　大変ご迷惑をおかけしました。）
◎議会は町政運営の根幹を成すものであり、透明性の確保、プロセス公開によって、より町民の
関心が高まることが期待できるものと思われます。地方主権が取り沙汰されてきている今日に
あって議会、委員会の一般公開は議会の資質の向上、町政充実に不可欠と考えられます。

　（議会から：特別委員会を一般公開することとし、先の９月定例会、決算特別委員会を公開し
　　　　　　ました。今後は来年３月の予算特別委員会を公開する予定です。）

ご協力ありがとうございました。そして、貴重なご意見をいただき、
感謝申し上げます。
今後とも、町発展のためより一層努力したいと思いますのでご理解
ご支援賜りますようお願い申し上げます。
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修
会

台
風
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号
に
よ
る

被
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の
現
地
調
査

９月定例会（９／８～14）議会傍聴者アンケート集計表

男
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２
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２

50歳代

６
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６

70歳以上

１

１７

計

３
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第１号

倉石中市から五戸町内を望む

創刊号

議会用語の
あれこれ議会質問コーナー

Ｑ１：委員会とは？
Ａ：本会議での審議を効率的に行うため、少人数（全員で構成する場合もある）の議員で構成する組
織を委員会といい、議案の審査、特定事件の調査などを行う議会の内部機関（総務、経済、民生
の各常任委員会、議会運営委員会、予算、決算特別委員会、ごのへ議会だより編集委員会）のこと。

Ｑ２：委員会付託とは？
Ａ：本会議で議題となっている議案などについて、所管する委員会などへ詳しい審査や調査を委ねる
こと。

Ｑ３：一般質問と質疑の違いは？
Ａ：一般質問は議員が本会議で広く町政に関し、報告や説明を求め、一般事務や将来に対する方針な
ど町政全般について質問すること。一般質問は定例会で行われ、臨時会ではできない。（一般質問
は議長や議員に対してすることはできない。）
（五戸町議会会議規則　第61条（一般質問）議員は、町の一般事務について、議長の許可を得て、
質問することができる。）
質疑は町長に対し議案の内容や提案の理由などについて、疑問の点や不明の点を問うこと。なお、
このとき自己の意見を述べることはできない。

　
平
成
23
年
10
月
12
日
臨
時
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
で
は
、
台
風
15
号
に

よ
る
被
害
対
策
に
関
す
る
予
算

補
正
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
議
案
を
審
議
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
災
害
対
策
は
総
額
６
９
２
２

万
９
千
円
で
主
な
内
訳
は
農

地
・
農
業
用
施
設
災
害
調
査
設

計
業
務
委
託
料
５
１
１
万
円
、

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事
費

３
６
０
０
万
円
、
林
道
施
設
災

害
復
旧
工
事
費
１
２
０
０
万
円

及
び
町
道
災
害
復
旧
工
事
費

６
１
０
万
円
な
ど
。

　
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
負
担

金
、
県
支
出
金
、
繰
入
金
な
ど

を
充
て
る
も
の
で
す
。

第
32
回
臨
時
会

　
穏
や
か
な
新
年
を
迎
え
た
と

思
い
き
や
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
、
台
風
12
号
・
15
号
等

自
然
界
の
強
烈
な
力
（
パ
ン

チ
）
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た

が
、
当
町
で
は
大
き
な
被
害
も

な
く
、
今
、
実
り
の
秋
を
迎
え

て
い
る
こ
と
に
心
を
和
ま
せ
て

い
ま
す
。

　
平
成
16
年
の
町
村
合
併
か
ら

早
７
年
、
こ
の
度
「
ご
の
へ
議

会
だ
よ
り
」
を
発
刊
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
一
同
、
初
め
て
の

経
験
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
方

に
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、

少
し
で
も
議
会
、
行
政
の
活
動

に
ご
理
解
を
頂
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
五
戸
町
を
こ
よ
な
く
愛
す
る

町
民
の
皆
様
方
、「
ご
の
へ
議

会
だ
よ
り
」
に
対
し
ま
し
て
ご

意
見
等
有
り
ま
し
た
ら
、
議
会

事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い

ま
せ
。

　
委
員
長
　
大
沢
　
博

編
集
後
記

委
員
長
　
大
　
沢
　
　
　
博

副
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

委
　
　
員
　
根
　
森
　
隆
　
雄

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
繁
　
盛

委
　
　
員
　
尾
　
形
　
裕
　
之

委
　
　
員
　
大
　
沢
　
義
　
之

委
　
　
員
　
柏
　
田
　
雅
　
俊

　
次
回
の
広
報
は
平
成
24
年

５
月
に
平
成
23
年
12
月
・
平
成

24
年
３
月
定
例
会
の
記
事
を

２
・
３
号
（
合
併
号
）
と
し
て

発
行
す
る
予
定
で
す
。

平
成
23
年
11
月

ご
の
へ
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議会を傍聴しよう！
12月定例会は12月上旬開催予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんね
る」、五戸町ホームページでもお知ら
せします。

五戸町ホームページアドレス　http://www.town.gonohe.aomori.jp/　　議会メールアドレス　gikai@town.gonohe.aomori.jp


